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生
産
性
向
上
を
実
施
す
る
に

は
、
社
外
の
I
o
T
化
も
不
可

欠
だ
と
判
断
。
協
力
企
業
や
海

外
の
現
地
生
産
拠
点
の
工
作
機

械
を
、
す
べ
て
接
続
す
る
シ
ス
テ

ム
の
開
発
に
挑
ん
だ
。

　
「
K
O
M-

M
I
C
S
」
と
い

う
新
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
コ

マ
ツ
と
約
50
社
の
協
力
企
業
の

製
造
ラ
イ
ン
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結

び
、機
械
加
工
、溶
接
、熱
処
理
、

出
荷
検
査
な
ど
に
至
る
工
程
を

「
見
え
る
化
」す
る
も
の
だ
。

　

シ
ス
テ
ム
構
築
に
は
協
力
会

社
の
製
造
現
場
デ
ー
タ
が
必
要

だ
が
、
通
常
は
企
業
秘
密
で
あ

り
、
本
来
は
公
開
し
な
い
も
の
。

さ
ら
に
、
各
社
で
異
な
る
デ
ー

タ
仕
様
を
ど
う
統
一
す
る
か
な

　

Ｉｏ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
た
製

造
現
場
の「
見
え
る
化
」が
進
む

が
、
他
社
の
工
作
機
械
を
含
め

て「
つ
な
が
る
化
」を
実
現
す
る

シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
非
常
に
困

難
と
さ
れ
て
い
た
。
建
設
機
械

を
主
力
製
品
と
す
る
小
松
製
作

所（
以
下
コ
マ
ツ
）は
、
部
品
製

造
の
多
く
を
外
注
し
て
お
り
、

昨
今
の
労
働
者
不
足
に
対
応
し

写真左から、齋藤尚登、小島律昭、山中伸好、栗山和也、名畑英二、岸本祐輝、稲田孝治

01 製造装置メーカーに関わらず情報を収集し、見える化を実施

02 利害の絡むサプライヤーが協業する世界に類を見ない仕組み

自社のみならず協力会社の製造ラインまで接続
オンラインで生産性改善を可能にした

製造現場の「つながる化」

ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
た
。

　

各
社
で
異
な
る
デ
ー
タ
仕
様

の
問
題
は
、
端
末
内
で
形
式
と

用
語
を
変
換
す
る
技
術
で
克

服
し
た
。
コ
マ
ツ
は「
K
O
M-

M
I
C
S
」の
専
用
ア
プ
リ
を
開

発
し
、
協
力
会
社
へ
は
専
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
無
償
で
提
供
し
た
。

そ
の
際
、
協
力
会
社
の
他
社
製

品
の
加
工
情
報
を
コ
マ
ツ
側
は

見
れ
な
い
仕
組
み
も
つ
く
っ
た
。

　
「
K
O
M-

M
I
C
S
」
に
よ

る
製
造
現
場
の
見
え
る
化
で
、

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
自
動
溶
接
の

ア
ー
ク
稼
働
率
が
50
％
し
か
な

い
こ
と
が
判
明
し
、
非
加
工
時

間
の
短
縮
に
向
け
て
改
善
を
進

め
、
人
間
が
行
っ
て
い
た
定
期

的
な
チ
ッ
プ
交
換
を
自
動
化
す

る
装
置
を
開
発
し
、
サ
イ
ク
ル

タ
イ
ム
を
半
減
さ
せ
た
。
機
械

加
工
に
お
い
て
も
見
え
る
化
さ

れ
た
切
削
抵
抗
を
ベ
ー
ス
に
加

工
条
件
を
自
動
的
に
向
上
さ
せ

る
ア
プ
リ
を
開
発
し
、
加
工
時

間
を
大
幅
に
短
縮
し
た
。

　

ま
た
、
出
荷
検
査
に
お
い
て

は
官
能
評
価
か
ら
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
し
た
自
動
定
量
検
査
に
変

更
し
、検
査
の
信
頼
性
を
向
上

さ
せ
る
と
と
も
に
作
業
者
の
負

担
も
減
ら
し
た
。当
然
、労
働
者

不
足
への
不
安
も
軽
減
さ
れ
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
が
製
造
現
場
に
も
た

ら
し
た
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
。

異
な
る
仕
様
や
企
業
の
壁
を

乗
り
越
え
改
善
を
加
速

ハ
ー
ド
も
無
償
で
提
供
し

協
力
会
社
の
信
頼
を
得
る

受賞メッセージ

KOM-MICSの開発では、各制御装置、工作
機械メーカ様、協力会社様のご理解と協力が
あり、つながる化の一歩が達成出来ました。
一緒に取り組んでいただいた皆様に感謝申し
上げます。今後さらに、このプラットフォーム
に機能を追加し、生産性の向上を進めたいと
思います。

審査員の視点

協力会社と製造現場のデータを提供
しあい、共に生産性を高めるという世
界に類を見ない事例。グローバル市場
で成果を挙げており、インパクトが大。

世界でも類を見ない
生産性向上の好事例

お 問 い 合 わ せ 先

株式会社小松製作所
生産技術開発センタ
大阪府枚方市上野3-1-1
TEL:072-840-5053
E-mail:tetsuya_ogawa@global.komatsu
生産技術開発センタ GM　小川 哲也
https://home.komatsu/jp/

受 賞 理 由

受
賞
件
名

見
え
る
化
に
よ
り
飛
躍
的
に
生
産
性
向
上
が

可
能
な
K
O
M-

M
I
C
S
の
開
発

受

賞

者

株
式
会
社
小
松
製
作
所

山
中 

伸
好

リ
ー
ダ
ー

栗
山 

和
也
／
小
島 

律
昭
／
名
畑 

英
二
／

岸
本 

祐
輝
／
齋
藤 

尚
登
／
稲
田 

孝
治

会 社 概 要

商　 号：株式会社小松製作所
設　 立：	1921年5月13日
従業員数：単独11,537名（連結61,908名）
事業内容：	建設・鉱山機械、ユーティリティ（小

型機械）、林業機械、産業機械など

■機械のKOM-MICS接続状況

■溶接のKOM-MICS接続状況

■KOM-MICSの全体像

第８回
ものづくり日本大賞

内閣総理大臣賞
製造・生産プロセス部門 

内
閣
総
理
大
臣
賞

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門

株
式
会
社
小
松
製
作
所
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よ
る
潜
在
的
な
経
済
的
損
失
は

国
内
全
体
で
年
間
約
９
０
０
億

円
超
と
試
算
さ
れ
た
。

　

こ
の
問
題
を
I
T
に
よ
っ
て

解
決
し
よ
う
と
立
ち
上
が
っ
た

の
が
フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト
だ
。
同

社
は
十
勝
か
ら
世
界
的
事
業

を
創
出
す
る
目
的
で
設
立
さ

れ
た
農
業
系
I
T
ベ
ン
チ
ャ
ー

で
あ
る
。

　

牛
は
21
日
周
期
で
発
情
を

繰
り
返
し
、
受
精
し
や
す
い
の

は
10
時
間
未
満
。
そ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
逃
さ
ず
効
率
的
に
種
付

け
を
し
た
い
。
そ
こ
で
同
社
は
、

ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
を
用
い
た
牛

　

日
本
の
酪
農
・
畜
産
業
は
人

手
不
足
か
ら
後
継
者
不
在
に
伴

う
廃
業
も
増
加
。
旧
態
依
然

の
牛
群
管
理
も
経
営
の
効
率
化

を
妨
げ
て
い
た
。
牛
の
個
体
情

報
は
紙
台
帳
で
管
理
さ
れ
、
発

情
検
知
や
疾
病
予
防
な
ど
は
熟

練
者
の
勘
頼
り
で
あ
っ
た
。

　

特
に
牛
の
発
情
を
見
逃
す
こ

と
に
よ
る
受
胎
機
会
の
喪
失
に

01 繁殖管理の自動化に優れたインターフェイスのアプリで成功

02 生産乳量の増大や子牛の個体販売増加により酪農家の収入拡大

牛の行動や健康状態をリアルタイムに共有
発情のタイミングを逃さない

酪農・畜産をデバイスで管理

の
個
体
管
理
に
よ
り
、
発
情
兆

候
な
ど
を
検
知
す
る
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
目
指
し
た
。

　

生
産
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
牧

場
で
の
就
農
体
験
な
ど
１
年
間

の
試
行
錯
誤
を
経
て
、
牛
の
活

動
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
収

集
・
分
析
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を

考
案
。複
雑
な
牛
の
行
動
パ
タ
ー

ン
分
析
の
た
め
に
セ
ン
サ
ー
精

度
を
向
上
さ
せ
、
膨
大
な
デ
ー

タ
を
収
集
し
て
分
析
精
度
を
増

強
し
た
。

　

さ
ら
に
動
き
回
る
牛
に
対
応

し
通
信
品
質
を
一
定
化
さ
せ
る

た
め
に
、
ア
ン
テ
ナ
を
強
化
。

牛
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
装
着

ベ
ル
ト
素
材
の
模
索
な
ど
、
協

力
企
業
と
の
連
携
に
よ
っ
て
課

題
点
を
克
服
し
て
いっ
た
。

　

完
成
し
た
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ

バ
イ
ス「
F
a
r
m
n
o
t
e  

C
o
l
o
r
」
は
、
内
蔵
さ

れ
た
加
速
度
セ
ン
サ
ー
で
牛
の

行
動
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
に
転

送
。「
他
の
牛
に
す
り
寄
る
」
と

い
っ
た
発
情
期
特
有
の
行
動
を

A
I
で
検
知
す
る
と
、
そ
の
情

報
が
自
動
的
に
生
産
者
に
通
知

さ
れ
、
発
情
や
疾
病
の
兆
候
が

即
座
に
受
け
取
れ
る
と
い
う
仕

組
み
だ
。

　

I
T
を
活
用
し
て
農
業
を

最
適
化
す
る
同
社
の
技
術
は
、

人
手
不
足
に
悩
む
酪
農
・
畜
産

生
産
者
の
業
務
効
率
化
と
生

産
性
向
上
に
貢
献
。
海
外
か
ら

の
注
目
も
高
ま
って
い
る
。

旧
態
依
然
の
牛
群
管
理
が

酪
農
経
営
を
阻
ん
で
い
た

牛
の
行
動
を
デ
ー
タ
化
し

A
I
分
析
で
生
産
者
に
通
知

受賞メッセージ

この度は大変名誉な賞を頂戴しましたことを
心より嬉しく思います。
グループビジョン「生きるを、つなぐ。」には、コ
ンピューティングを通じて人・動物・自然をよ
り良くしたいとの想いが含まれています。まだ
道半ばですが、これからも真摯に「ものづくり」
を続けていきたいと思います。

審査員の視点

スマホアプリのユーザーインターフェー
スの優秀度は海外の類似品と異なる。
JAや担当獣医などの関係組織とデー
タ共有できる利便性にも優位性あり。

ユーザーインターフェースと
データ共有面で優位性

お 問 い 合 わ せ 先

株式会社ファームノート
北海道帯広市公園東町1-3-14
TEL:0155-67-6911
E-mail:info@farmnote.jp
代表取締役　小林 晋也
https://farmnote.jp/

受 賞 理 由

受
賞
件
名

受

賞

者

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト

会 社 概 要

商　 号：	株式会社ファームノート
設　 立：	2013年11月
従業員数：60名
事業内容：	農業IoTソリューションの開発・提供

第８回
ものづくり日本大賞

内閣総理大臣賞
製品・技術開発部門

内
閣
総
理
大
臣
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト

アプリの表示画面イメージ。牛の体調不良の判断も一目瞭然だ

「発情兆候」をリアルタ
イムにスマートフォンへ
通知。発情の見逃しを徹
底的に防ぐ

発情開始時間や終了時
間を把握。授精適期の
把握や体調不良の判断
も簡単に

1日の中の反芻割合と
指定の日数平均との比
較が可能。体調変化の
把握も簡単に

通知機能 発情グラフ 行動分類グラフ

優れたIoTインフラ構築によって牧場経営の「見える化」を実現。同社
の技術は農業全般における生産性向上に寄与するという期待も高まる

小
林 

晋
也

リ
ー
ダ
ー

※
1 

株
式
会
社
ビ
ー
ト
・
ク
ラ
フ
ト
　
※
2 

株
式
会
社
ハ
イ
テ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

※
3 

公
益
財
団
法
人
と
か
ち
財
団

阿
部 

剛
大
／
下
村 

瑛
史
／
高
橋 

勲
充
／

竹
本 

正
志
（
※
1
）

／
酒
井 

裕
司
（
※
2
）

／
田
村 

知
久
（
※
3
）

写真右は、小林晋也、写真左上から、阿部剛大、下村瑛史、高橋勲充、写真左下から、竹本正志、田村知久、酒井裕司

酪
農・畜
産
の
生
産
性
向
上
を
実
現
す
る

牛
向
け
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
及
び

管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
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近
年
、
電
気
機
器
の
小
型
化

の
観
点
か
ら
駆
動
周
波
数
の
高

周
波
化
が
進
展
し
て
い
る
。
電

気
機
器
を
高
周
波
駆
動
し
た
場

合
に
は
機
器
の
発
熱
が
課
題
と

な
る
こ
と
か
ら
、
発
熱
に
大
き

く
影
響
す
る
電
磁
鋼
板
の「
鉄

損
」と
い
う
特
性
を
高
周
波
域
で

低
減
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

電
磁
鋼
板
の
高
周
波
鉄
損
を

低
減
す
る
材
料
と
し
て
、
鋼
中

の
S
i（
珪
素
）含
有
量
を
高
め

た
６・５
％
S
i
鋼
が
開
発
さ
れ

て
い
る
が
、
材
料
が
も
ろ
い
た
め

コ
ア
加
工
が
難
し
い
、
飽
和
磁

化
が
低
く
機
器
が
大
型
化
す
る

と
いっ
た
課
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
６・５
％
S
i
鋼
板
製
造
で

培
っ
た「
C
V
D
連
続
浸
珪
法
」

　

地
球
温
暖
化
防
止
と
い
う
観

点
か
ら
、
電
気
機
器
の
高
効
率

化
ニ
ー
ズ
が
高
ま
って
い
る
。

　

モ
ー
タ
ー
や
ト
ラ
ン
ス
、
リ
ア

ク
ト
ル
と
い
っ
た
機
器
の
鉄
心

材
料
に
用
い
ら
れ
る
、
電
磁
鋼

板
と
呼
ば
れ
る
薄
鋼
板
を
生

産
す
る
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
で
は
、

１
９
９
０
年
代
か
ら
そ
の
高
性

能
化
を
進
め
て
き
た
。

写真左から、戸部輝彦、笠井勝司、浪川操、山路常弘、日裏昭、尾田善彦、平谷多津彦

01 モーターの高効率化を実現する世界最高性能の電磁鋼板を開発

02 今後は空飛ぶ車や電動航空機などへの応用に期待

電磁鋼板のSi濃度分布を変えることで
高周波鉄損を低減した新素材を開発し

電気機器の小型・高効率化を加速

を
発
展
さ
せ
、
板
厚
方
向
の

S
i
濃
度
分
布
を
鋼
板
表
層
が

高
S
i
濃
度
、
内
層
が
低
S
i

濃
度
に
制
御
。
こ
れ
に
よ
って
鋼

板
の
板
厚
中
央
部
よ
り
も
表
層

部
に
磁
束
を
集
中
さ
せ
、
渦
電

流
損
低
減
に
よ
る
高
周
波
鉄
損

低
減
を
実
現
し
た
。

　

最
近
は
電
気
機
器
の
高
周
波

化
が
一
段
と
進
ん
で
い
る
た
め
、

同
社
で
は
こ
の「
S
i
傾
斜
磁
性

材
料（
J
N
H
F
コ
ア
®
）」の
技

術
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、「
γ

域
浸
珪
法
」
と
い
う
技
術
を
開

発
。
低
S
i
濃
度
の
鋼
板
を
拡

散
の
遅
いγ
相
で
浸
珪
処
理
す
る

こ
と
で
、
内
層
を
低
S
i
濃
度

に
保
っ
た
ま
ま
極
表
層
だ
け
を

高
S
i
濃
度
と
し
た
３
層
構
造

に
し
、
平
均
S
i
濃
度
3
％
程

度
と
省
資
源
な
が
ら
渦
電
流
損

を
さ
ら
に
低
く
抑
え
る
こ
と
に

成
功
。
こ
の
新
材
料（
J
N
S
F

コ
ア
®
）は
６・５
％
S
i
鋼
に
比

べ
約
4
割
、
J
N
H
F
コ
ア
®
に

比
べ
約
2
割
の
高
周
波
鉄
損
低

減
を
達
成
し
た
。

　

全
電
力
使
用
量
の
約
60
％
を

モ
ー
タ
ー
が
占
め
る
と
い
わ
れ
る

が
、
家
電
か
ら
新
幹
線
に
ま
で

多
用
さ
れ
る
モ
ー
タ
ー
の
鉄
心

材
料
に
開
発
鋼
を
用
い
れ
ば
、

50
万
k
W
ク
ラ
ス
の
原
発
１
基

分
の
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る
と
い
う

試
算
も
あ
る
。

機
器
の
効
率
や
発
熱
に

影
響
す
る
電
磁
鋼
板
の
鉄
損

少
な
い
S
i
の
添
加
量
で

高
周
波
鉄
損
を
低
減

受賞メッセージ

栄誉ある賞をいただき大変光栄に存じます。
本受賞は受賞者だけでなく、高けい素鋼板の
開発に挑戦し続けた諸先輩方および関係各
位の努力の結晶であると考えており、改めて
御礼申し上げます。本受賞を励みにものづく
りを一層深化させ、さらなる高性能電磁鋼板
の開発に挑戦してまいります。

審査員の視点

JFEスチールにとって、全売上の1%に
も満たない分野の技術だが、鉄鋼メー
カーとして著しく付加価値の高い製品
を開発した点を、高く評価したい。

鉄鋼メーカーとして
付加価値の高い技術

お 問 い 合 わ せ 先

JFEスチール株式会社
岡山県倉敷市水島川崎通1丁目
TEL:086-447-3967
FAX:086-447-3951
E-mail: yos-oda@jfe-steel.co.jp
スチール研究所 電磁鋼板研究部
主任研究員 尾田 善彦
https://www.jfe-steel.co.jp

受 賞 理 由

受
賞
件
名

電
気
機
器
の
省
エ
ネ
に
貢
献
す
る

省
資
源
型
S
i
傾
斜
磁
性
材
料
の
開
発

受

賞

者

J
F
E
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

尾
田 

善
彦

リ
ー
ダ
ー

平
谷 

多
津
彦
／
浪
川 

操
／
笠
井 

勝
司
／

日
裏 

昭
／
山
路 

常
弘
／
戸
部  

輝
彦

会 社 概 要

商　 号：	JFEスチール株式会社
設　 立：	2003年４月１日
従業員数：44,975名(2019年3月連結)
事業内容：	鉄 鋼 製 品・半 製 品、チタン製 品、

鋼材加工製品、化学製品、素形材
製品、各種容器類、鉱業・鉱産品、
鉄鋼スラグ製品、機能素材、合金鉄
など

■化学的な成膜方式であるCVD連続浸珪プロセス ■Si傾斜磁性材料の板厚方向のSi分布

■Si均一材とSi傾斜磁性材料の渦電流模式図

第８回
ものづくり日本大賞

内閣総理大臣賞
製品・技術開発部門

内
閣
総
理
大
臣
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

J
F
E
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

10内閣総理大臣賞  製品・技術開発部門11 第8回 ものづくり日本大賞



か
く
や
っ
て
み
よ
う
」と
開
発
に

着
手
す
る
。

　

カ
テ
ー
テ
ル
は
腹
腔
鏡
や
内

視
鏡
な
ど「
低
侵
襲
性
医
療
」の

現
場
で
必
要
と
さ
れ
る
器
具
で

あ
り
、
医
師
が
操
作
し
や
す
い

よ
う
に
、
手
元
の
ほ
う
が
硬
く

先
端
に
い
く
ほ
ど
軟
ら
か
い
構

造
に
な
って
い
る
。

　

し
か
し
、
従
来
の
カ
テ
ー
テ

ル
は
硬
さ
の
違
う
カ
テ
ー
テ
ル
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
つ
く
ら
れ
て
い

る
た
め
、
継
ぎ
目
の
と
こ
ろ
か

ら
折
れ
た
り
破
断
し
て
し
ま
い
、

体
内
に
残
っ
て
し
ま
う
と
い
う

医
療
事
故
も
起
き
て
い
た
。

　

同
社
が
依
頼
さ
れ
た「
継
ぎ

目
の
な
い
カ
テ
ー
テ
ル
」は
、
ま

さ
に
こ
う
し
た
医
療
事
故
を
防

　

開
発
の
き
っ
か
け
は
、「
継
ぎ

目
が
な
く
て
、
先
に
い
く
ほ
ど

軟
ら
か
く
な
る
カ
テ
ー
テ
ル
を
つ

く
れ
な
い
か
？
」と
い
う
、
25
年

前
に
医
療
関
係
の
顧
客
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
依
頼
だ
っ
た
。

　

押
出
成
形
機
の
開
発
に
長
年

携
わ
って
き
た
プ
ラ
技
研
の
菊
澤

良
治
社
長
は
、「
世
の
中
に
必
要

と
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ら
、と
に

菊澤良治

01 従来存在しなかった継ぎ目のないカテーテル製造を実現

02 医療費抑制や世界中の患者の負担軽減(低侵襲治療)に貢献

医療事故防止という必要性から開発
2〜3種類の樹脂を混合して成形した

継ぎ目のないカテーテルを製造

ぐ
た
め
の
必
要
性
か
ら
、
開
発

が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
に
お
い
て

「
硬
さ
を
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
的
に

変
え
る
」
と
い
う
考
え
は
非
常

識
な
も
の
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら

樹
脂
は
材
質
に
よ
り
融
点
が
違

い
、
さ
ら
に
温
度
で
粘
度
も
変

わ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
同
時
に

液
状
化
し
、
さ
ら
に
時
間
に
よ
っ

て
混
合
比
を
変
え
て
い
く
の
は
、

あ
ま
り
に
も
制
御
が
複
雑
に

な
って
し
ま
う
た
め
だ
。

　

し
か
し
、同
社
は
数
年
と
い

う
歳
月
を
費
や
し
て
、複
数
の

溶
か
し
た
樹
脂
を
混
合
す
る
と

い
う
世
界
で
も
類
を
見
な
い
特

殊
な
金
型
を
開
発
。翌
年
に
は

世
界
初
と
な
る
継
ぎ
目
の
な
い

カ
テ
ー
テ
ル
製
造
装
置「
Ｍ
Ｉ
Ｘ︲

ｍ
ｉｎ
ｉ
」が
誕
生
し
た
。

　
こ
の
カ
テ
ー
テ
ル
製
造
装
置
は
、

こ
れ
ま
で
6
時
間
か
か
っ
て
い
た

成
形
時
間
を
5
分
に
短
縮
し
、

価
格
も
数
億
円
か
ら
数
千
万
円

に
削
減
。
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
、硬
度
変
化
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
も
無
限
に
変
更
で
き
る
。

　

医
療
機
器
の
販
売
に
は
厳
し
い

審
査
が
あ
る
た
め
、継
ぎ
目
の
な

い
カ
テ
ー
テ
ル
は
ま
だ
実
用
化
に

は
至
って
い
な
い
が
、国
内
外
の
医

療
機
器
メ
ー
カ
ー
か
ら
数
多
く
問

い
合
わ
せ
が
入
って
い
る
と
い
う
。

医
療
現
場
か
ら
の
要
望
で

25
年
前
に
開
発
を
開
始

受賞メッセージ

「無から有をつくる、ものづくり」に４０年以
上携わってきた私にとって、この度の受賞は
「技術者冥利」に尽きるものです。申請の際に
は多くの方にお力添えをいただき、感謝申し
上げます。今後も中小企業だからこそできる
革新的な「オンリーワン商品」を、社員と共に
開発してまいります。

審査員の視点

金型周辺のさらなる単純小型化が進
めば、操作性・整備性が向上し、さら
なる業界オンリーワン装置としての進
化が期待できる。

小型化や成形時間
短縮に続く進化に期待

お 問 い 合 わ せ 先

株式会社プラ技研
大阪府吹田市豊津町39番6号
TEL:06-6330-4851
FAX:06-6330-4895
E-mail: info@plagiken.co.jp
代表取締役社長　菊澤 良治
 http://www.plagiken.co.jp

受 賞 理 由

受
賞
件
名

世
界
初
！
継
ぎ
目
の
な
い
カ
テ
ー
テ
ル
製
造
装
置

「
M
I
X︲m
i
n
i（
ミ
ッ
ク
ス・ミ
ニ
）」

受

賞

者

株
式
会
社
プ
ラ
技
研

菊
澤 

良
治

会 社 概 要

商　 号：	株式会社プラ技研
設　 立：	1979年8月
従業員数：41名
事業内容：	押出成形機および金型等の設計、製

造、販売。メディカル関係を始め、自
動車関係、住宅関係、半導体関連な
ど、10以上の業界へ製品を納入。

第８回
ものづくり日本大賞

内閣総理大臣賞
製品・技術開発部門

内
閣
総
理
大
臣
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

株
式
会
社
プ
ラ
技
研

従来品に比べ製造工程数が9工程から2工程に短縮した必要分の樹脂を吐き出し、混合しながら連続成形する新技術

特殊混合金型で吐出された樹脂は、引取機の速度制御により成形する太さを変えずに材質だけで硬さを変更しているカテーテル

インナー

特殊切替混合金型

ブレードSUS線

コア

切断

押出機２ 引取機

押出機1

硬い樹脂

軟らかい樹脂

特殊切替
バルブ

「MIX-mini」内の
特殊切替混合金型

「MIX-mini」で製造されたカテーテル

カテーテル製造装置
「MIX-mini」

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
で
は

非
常
識
だ
っ
た
素
材
の

混
合
と
い
う
技
術

12内閣総理大臣賞  製品・技術開発部門13 第8回 ものづくり日本大賞



14内閣総理大臣賞 受賞者15



開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
植
物
の
遺
伝
子
組
み
換
え

技
術
を
用
い
て
有
用
物
質
を
生

産
す
る
研
究
開
発
に
取
り
組
ん

で
き
た
の
が
、
ホ
ク
サ
ン
と
産

業
技
術
総
合
研
究
所
だ
。

　

２
０
０
４
年
に
始
ま
っ
た
研

究
で
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
植

物
が
外
部
に
拡
散
し
な
い
よ
う

に
、
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
を

規
制
す
る「
カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
」に

準
拠
し
た
完
全
密
閉
型
の
遺
伝

子
組
み
換
え
植
物
工
場
を
、
世

界
で
初
め
て
開
発
し
た
。
工
場

内
は
医
薬
品
原
材
料
と
な
る
植

物
を
栽
培
・
生
産
す
る
の
に
適

し
た
環
境
に
保
た
れ
、
栽
培
エ

リ
ア
と
医
薬
品
製
造
エ
リ
ア
と
の

　

従
来
、
医
薬
品
の
製
造
プ
ロ

セ
ス
は
、
動
物
由
来
成
分
が
含

ま
れ
る
培
地
を
用
い
て
動
物
細

胞
や
微
生
物
を
増
や
し
、
精
製

し
て
有
効
成
分
を
取
り
出
す
の

が
一
般
的
だ
。
し
か
し
、
一
連
の

工
程
に
は
多
額
の
コ
ス
ト
と
手

間
が
か
か
る
た
め
、
高
い
品
質

と
安
全
性
、
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
を
抑
え
た
新
た
な
技
術

写真左から、五反田亨、半澤卓、松村健、田林紀子、伊藤亮、一町田紀子、加賀谷羽衣子、青木隆

01 遺伝子組み換え植物による動物用医薬品原料の生産実用化

02 従来比で約50〜70%の省エネ効果、1/1000程度の低コスト

一
体
化
に
よ
り
、
一
貫
し
た
製
造

工
程
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　

実
証
研
究
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

人
間
用
に
比
べ
て
認
可
が
取
り

や
す
い
イ
ヌ
用
の
医
薬
品
に
定

め
、
ま
だ
有
効
な
薬
が
で
き
て

い
な
い
歯
周
病
薬
に
狙
い
を
絞
っ

た
。
遺
伝
子
組
み
換
え
植
物

に
は
、
栄
養
繁
殖
で
安
定
的
に

増
え
て
い
く
イ
チ
ゴ
を
選
ん
だ
。

生
食
で
き
る
イ
チ
ゴ
は
、
熱
に

弱
い
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
製
造
に

も
向
い
て
い
る
か
ら
だ
。

　

動
物
イ
ン
タ
ー
フ
ェロ
ン
遺
伝

子
を
組
み
込
ん
だ
イ
チ
ゴ
栽
培

の
試
行
を
重
ね
、
２
０
１
３
年

に
イ
ヌ
の
歯
肉
炎
軽
減
剤「
イ
ン

タ
ー
ベ
リ
ー
α
R」の
量
産
化
工

程
を
確
立
し
、
動
物
薬
認
可
を

取
得
。
翌
年
３
月
に
製
品
の
販

売
を
開
始
し
た
。

　

完
全
密
閉
型
の
遺
伝
子
組
み

換
え
植
物
工
場
で
、
抽
出
・
精

製
工
程
を
経
ず
に
植
物
体
そ
の

も
の
を
原
薬
と
し
て
使
う
医
薬

品
製
造
プ
ロ
セ
ス
が
開
発
さ
れ

た
こ
と
で
、
従
来
よ
り
も
50
～

70
％
の
省
エ
ネ
が
可
能
に
。
製

造
コ
ス
ト
も
１
０
０
０
分
の
１
ま

で
軽
減
さ
れ
た
。

　

世
界
に
先
駆
け
て
開
発
さ
れ

た
こ
の
植
物
工
場
は
、
医
薬
品

生
産
の
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
あ
り
、
様
々
な
植
物
へ
の
応

用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

植
物
の
遺
伝
子
組
み
換
え
で

医
薬
品
原
材
料
を
製
造

イ
チ
ゴ
を
使
っ
て
開
発
し
た

イ
ヌ
用
歯
肉
炎
軽
減
剤

受賞メッセージ

名誉ある賞を賜り、感謝申し上げます。開発か
ら製品化までの長い道のりを、多くの皆様か
らのご指導・ご協力の下、新規プロセス生産
での動物用医薬品を、市場に出すことができ
ました。本受賞を励みに、今後もこのプロセス
での製品開発を進め、社会貢献に努めたいと
思います。

審査員の視点

完全密閉型植物工場は新たなバイオテ
クノロジーの実用化を可能にし、スマー
トセル・インダストリーによる地球規
模の課題解決の先駆けとなり得る。

様々な植物を使った
有用物質生産の可能性

会 社 概 要

商　 号：	ホクサン株式会社
設　 立：	1951年1月
従業員数：	208名
事業内容：	農業用薬剤、林業用薬剤、家庭園

芸用薬剤、園芸育苗用人工床土、
種苗・動物用医薬品の販売

お 問 い 合 わ せ 先

ホクサン株式会社
北海道北広島市北の里27-4
TEL:011-370-2100
FAX:011-370-2050 
E-mail:noriko-tabayashi@hokusan-kk.jp
植物バイオセンター
センター次長 （主席研究員）田林 紀子
http://www.hokusan-kk.jp

受 賞 理 由

医薬品製造プロセスの省エネルギー化と
大幅なコスト低減を実現する

完全密閉遺伝子組み換え植物工場

受
賞
件
名

植
物
工
場
を
活
用
し
た
世
界
初
の

動
物
用
医
薬
品
原
料
の
生
産
技
術
開
発

受

賞

者

ホ
ク
サ
ン
株
式
会
社

田
林 

紀
子

リ
ー
ダ
ー

■産総研が開発した遺伝子組み換え植物工場

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製造・生産プロセス部門

経
済
産
業
大
臣
賞

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門

ホ
ク
サ
ン
株
式
会
社

松
村 

健
（
※
1
）

／
五
反
田 

亨
／
伊
藤 

亮
／

青
木 

隆
／
一
町
田 

紀
子
／
加
賀
谷 

羽
衣
子
／

半
澤 

卓

※
1 

国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所

草丈が低く多段式栽培できるイチゴは植物工場での
栽培に適している

■「インターベリーαR」の投与前後の比較
投与前 投与後

遺伝子組み換え植物の物理的封じ込めで、気象に影響されない計画的・安定的な生産が可能に
なった。また、栽培管理・清浄度維持も容易となった。

水耕
栽培

目的遺伝子
組み換え
植物

栽培エリアと
製造エリアを
一 体 化させ、
栽培から原薬
製造までを一
貫して行う

製造
エリア

栽培エリア
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明
部
品
大
手
メ
ー
カ
ー
と
の
契

約
に
こ
ぎ
つ
け
る
。

　

そ
の
後
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
高
輝
度

化
・
小
型
化
・
軽
量
化
が
進
ん

だ
こ
と
で
、
車
に
搭
載
さ
れ
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
種
類
や
数
が
急
増
。

従
来
の
よ
う
に
肉
眼
に
よ
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
の
輝
度
や
色
の
違
い

の
判
定
で
は
、
時
間
が
か
か
り

す
ぎ
て
増
え
続
け
る
需
要
へ
の

対
応
が
難
し
く
な
っ
た
。
品
質

を
維
持
し
な
が
ら
生
産
性
を
上

げ
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
製
造
現

場
で
は
、
様
々
な
知
恵
を
求
め

て
製
造
の
自
動
化
ラ
イ
ン
を
構

築
し
、
さ
ら
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
輝
度

や
発
光
色
の
違
い
を
瞬
時
に
測

定
・
判
別
す
る「
ク
イ
ッ
ク
光
質

セ
ン
サ
」を
自
社
開
発
し
た
。

　

も
と
も
と
テ
レ
ビ
チ
ュ
ー
ナ
ー

な
ど
家
電
向
け
部
品
を
製
造
し

て
い
た
小
滝
電
機
製
作
所
は
、

2
0
0
3
年
に
従
来
の
民
生
品

か
ら
の
脱
却
を
進
め
た
こ
と
を

機
に
、
車
載
事
業
へ
と
業
態
転

換
。
厳
し
い
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
生
産
体
制

の
構
築
に
よ
っ
て
低
コ
ス
ト
・
短

納
期
を
実
現
し
、
自
動
車
用
照

写真左から、坂上信之、中村英明

01 困難だった高輝度LEDランプの点灯検査の自動化を実現

02 安価なセンサ開発により、安定した高い品質の量産体制を構築

　

現
場
の〝
必
要
〟が
生
み
出
し

た
こ
の
セ
ン
サ
は
、
照
度
計
で
は

測
定
不
能
な
20
万
ル
ク
ス
以
上

の
高
輝
度
の
光
源
も
判
定
し
、

約
10
億
色
の
識
別
が
可
能
。
人

間
の
目
で
識
別
で
き
る
の
は
約

１
０
０
万
色
な
の
で
、
従
来
の

肉
眼
に
よ
る
点
灯
検
査
に
比
べ

１
０
０
０
倍
以
上
の
高
精
度
な

識
別
が
瞬
時
に
行
え
る
。
検
査

ミ
ス
が
無
く
な
り
、
品
質
の
担

保
が
可
能
に
な
っ
た
。
さ
ら
に

各
種
検
査
デ
ー
タ
の
数
値
化
に

よ
っ
て
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
対

策
も
図
ら
れ
て
い
る
。

　

分
離
し
て
い
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

基
板
と
セ
ン
サ
基
板
を
一
体
式

に
し
、
セ
ン
サ
ユ
ニッ
ト
を
10
分

の
１
に
小
型
化
。
設
置
性
能
が

上
が
り
、
ケ
ー
ブ
ル
1
本
で
の

給
電
及
び
通
信
に
よ
り
省
配
線

化
も
実
現
し
た
。
現
在
は
自
社

の
量
産
ラ
イ
ン
の
１
０
０
０
カ
所

以
上
に
こ
の
セ
ン
サ
を
組
み
込
ん

で
、
製
品
の
品
質
担
保
を
行
う

ほ
か
、
セ
ン
サ
の
販
売
も
行
う
。

　

こ
の
輝
度
・
発
光
色
測
定
技

術
を
応
用
し
、
自
動
車
の
塗
装

色
を
判
別
す
る
技
術
を
開
発
中

で
あ
る
。
本
技
術
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

検
査
装
置
以
外
に
も
応
用
で
き

る
た
め
、
同
社
で
は
ス
タ
ッ
フ
を

増
強
し
て
、
さ
ら
な
る
色
の
測

定
検
出
の
技
術
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

急
増
す
る
車
載
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

製
造
に
不
可
欠
な
検
査
装
置

数
値
に
よ
る
判
定
精
度
は

肉
眼
の
１
０
０
０
倍
！

受賞メッセージ

弊社はスピード・シンプル・アグレッシブを合
言葉に、ものづくりに取り組んで参りました。
その生産活動の中で「現場の必要」を「形にし
たい」という思いから生まれたセンサーが、こ
の度の大変栄誉ある賞を受賞できたことは誠
に光栄であり、弊社従業員の取り組み姿勢を
ご評価頂いたものと感謝申し上げます。

審査員の視点

生産性と品質を両立させるために現場
の知恵と工夫を集めて自社開発した本
装置は、LEDの検査装置以外にも使え
るため、今後の展開が期待できる。

現場の知恵と
工夫を集めて開発

会 社 概 要

商　 号：	株式会社小滝電機製作所
設　 立：	1980年1月
従業員数：	239名
事業内容：	車載製品などの受託設計、受託生

産、製品OEM供給や自社製品（ク
イック光質センサ、クイック色質セン
サ）の販売など

お 問 い 合 わ せ 先

株式会社小滝電機製作所
秋田県大館市釈迦内字上袋6-6
TEL:0186-59-7131 
FAX:0186-59-7132
E-mail:Soumu@otaki-elc.co.jp
代表取締役社長　中村 英明
http://otaki-elc.co.jp

受 賞 理 由

高精度で安価なセンサを開発し
安定・高品質の量産体制を構築

高輝度LED点灯検査を自動化

受
賞
件
名

高
輝
度
発
光
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
輝
度・発
光
色
判
別
技
術
開
発

に
よ
り
車
載
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
の
普
及
を
促
進

受

賞

者

株
式
会
社
小
滝
電
機
製
作
所

中
村 

英
明

リ
ー
ダ
ー

坂
上 

信
之

■色度と輝度を完全独立で高精度に検査

■20万ルクス以上の高輝度
光源も減光フィルタなしで 
受光可能

■センサユニットの小型化を実現

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製造・生産プロセス部門

経
済
産
業
大
臣
賞

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門

株
式
会
社
小
滝
電
機
製
作
所
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基
板
で
は
対
応
で
き
な
い
た
め
、

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
で
自
由
な
形
状
の

基
板
に
実
装
す
る
技
術
が
必
要

と
な
る
。

　

し
か
し
、
薄
く
て
高
密
度

化
が
進
む
チ
ッ
プ
は
、
高
温
・

高
荷
重
の
接
合
で
は
破
損
し
て

し
ま
う
。
そ
こ
で
、
従
来
は

２
６
０
℃
の
高
温
で
行
っ
て
い
た

ハ
ン
ダ
接
合
を
低
温
接
合
す
る

技
術
を
、
コ
ネ
ク
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ

ン
が
開
発
し
た
。

　
「
M
o
n
s
t
e
r 

P
A
C
Ⓡ
」

と
い
う
こ
の
基
板
実
装
技
術
は
、

高
精
度
な
美
術
印
刷
と
半
導

体
実
装
の
共
通
点
に
着
目
し
て

　

身
の
回
り
の
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る

「
Ｉｏ
Ｔ
」
時
代
に
は
、
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
様
化
が
進
む
。

例
え
ば
、
体
調
を
管
理
す
る

セ
ン
サ
を
衣
類
に
装
着
す
る
な

ど
、
様
々
な
形
状
・
素
材
の
モ
ノ

に
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
実
装
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う

な
硬
く
て
曲
が
ら
な
い
リ
ジ
ッ
ド

写真左から平田勝則、下石坂望、中野高宏

01 従来34工程あった半導体製造プロセスを3工程に集約

02 今後のバイオチップ等の実装ニーズに対応するイノベーション

生
ま
れ
た
。
印
刷
技
術
を
用
い

て
基
板
側
に
バ
ン
プ（
突
起
）を

形
成
し
、
バ
ン
プ
接
合
に
特
殊

な
導
電
性
と
非
導
電
性
ペ
ー
ス

ト
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
実
装

温
度
を
80
℃
ま
で
低
温
化
。
圧

力
も
20
分
の
1
ま
で
低
下
。
こ

れ
に
よ
り
熱
に
弱
い
樹
脂
や
伸

縮
素
材
に
も
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
実
装

が
可
能
と
な
っ
た
。

　

同
社
で
は
チ
ッ
プ
を
小
型
化

す
る
た
め
に
、
基
板
の
熱
膨
張

な
ど
で
40
㎛
が
限
界
だ
っ
た
配

線
を
、
10
㎛
ピ
ッ
チ
配
線
ま
で

狭
ピッ
チ
化
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
低
温
か
つ
低
荷
重
で

の
接
合
プ
ロ
セ
ス
を
実
現
し
た

こ
と
で
、
基
板
上
に
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
を
実
装
す
る
た
め
の
フ
リ
ッ
プ

チ
ッ
プ
接
合
装
置
も
大
幅
に
小

型
化
。
従
来
は
30
工
程
を
超

え
て
い
た
プ
ロ
セ
ス
を
、
導
電
性

ペ
ー
ス
ト
印
刷
機
、
非
導
電
性

ペ
ー
ス
ト
塗
布
機
、
小
型
化
さ

れ
た
フ
リ
ッ
プ
チ
ッ
プ
ボ
ン
ダ
ー

の
３
つ
の
装
置
と
、
熱
処
理
炉

だ
け
に
集
約
。
す
べ
て
の
装
置

が
机
上
に
設
置
可
能
な
こ
の「
デ

ス
ク
ト
ッ
プ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」の

開
発
で
、ケ
ミ
カ
ル
＆
ガ
ス
フ

リ
ー
化
と
電
力
・C
O
2
排
出
量

１
０
０
０
分
の
1
を
実
現
し
た
。

　

同
社
で
は
現
在
、
30
℃
で
の

実
装
技
術
も
開
発
中
で
、
こ
れ

が
実
現
す
れ
ば
バ
イ
オ
チ
ッ
プ
上

に
セ
ン
サ
ー
を
集
積
す
る
な
ど
、

幅
広
い
用
途
で
の
活
用
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

自
由
な
形
状
の
基
板
に

低
温
で
チ
ッ
プ
を
接
合
す
る

製
造
装
置
の
小
型
化
に
よ
り

コ
ス
ト
や
ス
ペ
ー
ス
も
削
減

受賞メッセージ

発展するIoT向け半導体・MEMSの多品種変
量生産に対応する為、低温接合プロセスをコ
アにした組立受託開発ビジネスを推進して参
りました。この度の受賞は、これら革新的取組
に共感ご支援いただきました全ての方々のも
のと考え、今後も新技術・新ビジネスモデル
に邁進する所存です。

審査員の視点

IoT時代に対応すべく、バイオチップな
どの実装ニーズに対応する技術開発
は非常に革新的。国内外140社から認
定を取得している点も評価できる。

IoT時代に求められる
実装ニーズに応える

会 社 概 要

商　 号：	コネクテックジャパン株式会社
設　 立：	2009年11月
従業員数：	40名
事業内容：	半導 体チップの組 立、MEMSチッ

プの製造〜組立

お 問 い 合 わ せ 先

コネクテックジャパン株式会社
新潟県妙高市工団町3-1
TEL:0255-72-7020
FAX:0255-78-7120
E-mail:info@connectec-iapan.com
代表取締役 CEO　平田 勝則
http://www.connectec-japan.com

受 賞 理 由

製造プロセスをわずか3工程に集約した
デスクトップファクトリーが可能にする

半導体チップの基板実装技術

受
賞
件
名

受

賞

者

コ
ネ
ク
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

平
田 

勝
則

リ
ー
ダ
ー

下
石
坂 

望
／
中
野 

高
宏

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製造・生産プロセス部門

経
済
産
業
大
臣
賞

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門

コ
ネ
ク
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

PETやPUフィルム上への実装が可能に

Io
T
時
代
の
半
導
体
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

広
げ
る
低
温・低
荷
重
フ
リ
ッ
プ
チ
ッ
プ
実
装

■Monster PAC® @80℃ ■デスクトップファクトリー導入による削減効果
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ど
成
形
性
が
低
下
し
、
複
雑
な

形
状
に
成
形
す
る
の
は
至
難
の

業
。
欧
米
で
は
い
っ
た
ん
加
熱

し
て
軟
化
さ
せ
て
成
形
す
る
技

術
が
主
流
だ
が
、
こ
れ
は
加
熱

時
に
大
量
の
C
O
2
を
排
出
し

て
し
ま
う
。

　

日
本
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
は
、

世
界
に
先
駆
け
て
超
高
強
度
鋼

板
を
開
発
し
た
が
、
こ
れ
を
複

雑
な
形
状
に
加
工
す
る
新
技
術

に
果
敢
に
挑
ん
だ
の
が
、
日
本

製
鉄
だ
。
鉄
鋼
業
界
を
け
ん
引

し
て
き
た
同
社
だ
け
に
、
先
進

材
料
技
術
を
活
用
し
た
軽
量

高
強
度
部
品
の
製
造
に
よ
り
、

　

温
暖
化
防
止
に
伴
う
C
O
2

削
減
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
自

動
車
業
界
は
衝
突
安
全
性
の

向
上
に
も
努
め
て
き
た
。
し
か

し
、
安
全
性
を
高
め
る
と
車
体

は
重
く
な
り
C
O
2
排
出
量
が

増
し
て
し
ま
う
。
こ
の
相
反
す

る
２
つ
の
課
題
に
対
応
す
る
に

は
、
よ
り
高
強
度
な
鋼
板
が
求

め
ら
れ
る
が
、
強
度
が
高
い
ほ

写真左から、小川操、田中康治、麻生敏光、宮城隆司

01 超高強度鋼板のプレス加工技術を世界に先駆けて開発・実用化

02 自動車の安全性向上・軽量化に寄与、世界に貢献する実績

自
動
車
の
安
全
性
向
上
と
地
球

環
境
保
全
に
寄
与
す
る
と
い
う

信
念
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
技
術
的
に
不
可
能
」と
い
う

意
見
が
社
内
の
大
勢
を
占
め
た

が
、
4
名
の
チ
ー
ム
が
そ
れ
に

挑
み
、
画
期
的
な「
自
由
曲
げ

工
法
」を
生
み
出
し
た
。

　

自
動
車
の
主
要
骨
格
部
品
は

L
字
状
や
T
字
状
が
多
い
が
、

成
形
が
難
し
い
た
め
に
超
高
強

度
鋼
板
の
適
用
が
困
難
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
高
荷
重
パ
ッ
ド
内
蔵

の
専
用
金
型
を
開
発
し
、
形

状
を
最
適
化
し
た
予
成
形
に

よ
っ
て
不
整
合
を
解
消
。
中
央

部
の
絞
り
と
両
端
T
字
形
の
自

由
曲
げ
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
さ
ら
に
、
端
部
に

ひ
ず
み
が
集
中
す
る
た
め
に
起

こ
る「
割
れ
」
防
止
の
解
析
技

術
も
確
立
。
従
来
の「
絞
り
成

形
」は
、
引
っ
張
り
強
度
５
９
０

M
Pa
ク
ラ
ス
が
限
界
で
、「
余

肉
部
」
と
呼
ば
れ
る
材
料
の
無

駄
も
多
か
っ
た
。
自
由
曲
げ
工

法
は
、
引
っ
張
り
強
度
９
８
０

M
Pa
以
上
に
も
適
用
可
能

で
、
余
肉
も
大
幅
に
減
ら
せ
る

も
の
だ
。

　

自
由
曲
げ
工
法
で
製
造
さ
れ

た
部
品
は
、
２
０
１
２
年
に
国

産
自
動
車
に
初
採
用
。
複
雑

な
車
体
骨
格
と
し
て
は
世
界
初

の
９
８
０
Ｍ
Ｐａ
部
材
と
な
っ
た
。

以
来
、
国
産
30
車
種
以
上
に
採

用
さ
れ
、
今
後
も
さ
ら
な
る
発

展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

安
全
性
を
求
め
る
と

車
体
重
量
が
増
し
て
し
ま
う

自
由
曲
げ
工
法
を
開
発
し

国
産
30
車
種
超
に
採
用

受賞メッセージ

日本の高度な鉄鋼材料を活かす加工技術の
開発に取り組み、お客様のものづくりに貢献
できたことは大変うれしく思います。ご支援
いただいた社内外の多くの方々に感謝申し上
げます。今回の受賞を励みとして、今後も社会
に役立つ新たなものづくり技術に挑戦してま
いります。

審査員の視点

不可能とされた超高強度鋼のプレス加
工に対し、「画期的なプレス工法（自由
曲げ工法）」を創意工夫の末に生み出
し、生産設備として完成させている。

画期的なプレス工法を
創意工夫で生み出した

会 社 概 要

商　 号：	日本製鉄株式会社
設　 立：	1950年4月1日
従業員数：	93,557名
事業内容：	製鉄、エンジニアリング、ケミカル＆

マテリアル、システムソリューション

お 問 い 合 わ せ 先

日本製鉄株式会社
総務部 広報センター
東京都千代田区丸の内二丁目６番１号

（丸の内パークビルディング）
TEL:03-6867-2146 
E-mail:yoshizumi.t4m.tsuyoshi@jp.nipponsteel.com
https://www.nipponsteel.com/

受 賞 理 由

自動車の安全性と軽量化に寄与する
超高強度鋼板の複雑成形を可能にした

新技術「自由曲げ工法」を開発

受
賞
件
名

自
動
車
部
品
の
軽
量
化
と
材
料
使
用
量
削
減
を

可
能
と
す
る
超
高
強
度
鋼
板
の
加
工
技
術
の
開
発

受

賞

者

日
本
製
鉄
株
式
会
社

田
中 

康
治

リ
ー
ダ
ー

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製造・生産プロセス部門

経
済
産
業
大
臣
賞

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門

日
本
製
鉄
株
式
会
社

宮
城 

隆
司
／
小
川 

操
／
麻
生 

敏
光
（
※
1
）

※
１
ニ
ッ
ポ
ン
ス
チ
ー
ル 

タ
イ
社

（
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｌ 

（
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
） 

Ｃ
Ｏ
．，Ｌ
Ｔ
Ｄ
．）

自由曲げ工法による超高強度鋼板試作部品。左
上から､フロントピラー、センターピラー､左下か
らシル一体センターピラー､リアサイドメンバー

■センターピラー超高強度鋼板化検討事例 ■ブランク形状

■コイルからのブランク取り

実部品での軽量化効果は衝突試験等で実証。同等の性能で0.2 ㎜の薄肉化により12.5 ％の軽量化
を実現している。部品製造時の材料歩留りも10～20 ％向上した

コイルからのトータルの材料歩留 
18.0％向上⇒ 約28％ 削減

12.5％の軽量化

■部品一個当たりに必要な素材重量

製品展開形状（灰色）

自由曲げ
ブランク形状（青色）

絞り成形ブランク形状（朱色）
側面
衝突試験

①絞り成形 ②自由曲げ工法
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特
に
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
の
重
要

部
品
で
あ
る
ア
ル
ミ
シ
リ
ン
ダ
ー

ヘッ
ド
の
鋳
造
工
程
で
は
、
中な

か
ご子

と
呼
ば
れ
る
中
空
部
の
製
造
工

程
か
ら
発
す
る
ガ
ス
が
悪
臭
の

原
因
で
あ
り
、
C
O
2
排
出
も

全
体
の
３
分
の
１
を
占
め
る
。

異
臭
と
煙
、
高
熱
と
い
う
悪

環
境
下
で
の
作
業
を
強
い
ら
れ

る
労
働
現
場
の
環
境
改
善
も

急
務
だ
っ
た
。

　

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
鋳
造
の
新
し
い

生
産
技
術
を
開
発
し
、
悪
臭
や

煙
の
な
い
環
境
と
高
機
能
化
と

の
両
立
を
目
指
し
た
の
が
ト
ヨ

タ
自
動
車
だ
。

　

自
動
車
産
業
に
お
い
て
は
、

「
軽
量
化
」
が
大
き
な
使
命
と

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
自
動
車

部
品
に
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
搭
載

が
推
進
さ
れ
て
き
た
が
、
ア
ル

ミ
鋳
造
は
高
熱
処
理
を
行
う

こ
と
か
ら
、
製
造
時
に
大
量
の

C
O
2
を
排
出
す
る
う
え
、
強

い
臭
気
を
発
す
る
た
め
環
境
悪

化
の
懸
念
が
常
に
あ
っ
た
。

写真左から、山下大輔、泉尚吾、光武正臣、渡邉浩庸、須田智和、加藤裕介、善甫敏彦

01 工場の劣悪な作業環境を一気に改善する現場のイノベーション

02 異臭・煙・高熱の発生を無くし、鋳物砂のリサイクルも可能

　

従
来
技
術
で
は
、
臭
気
ガ
ス

を
低
減
さ
せ
る
と
設
計
の
自

由
度
や
リ
サ
イ
ク
ル
面
が
犠
牲

と
な
り
、
製
品
機
能
が
低
下

し
て
い
た
。
そ
こ
で
水
ガ
ラ
ス

粘
結
材
を
使
っ
た「
無
機
バ
イ

ン
ダ
中
子
」の
実
用
化
に
成
功

す
る
。
こ
れ
は
水
ガ
ラ
ス
を
発

泡
さ
せ
る
工
法
に
着
目
し
た

革
新
技
術
で
、
ム
ー
ス
状
の
鋳

物
砂
を
充
填
さ
せ
る
工
夫
に

よ
っ
て
、
高
い
精
度
を
必
要
と

す
る
網
目
の
形
状
を
し
た
冷

却
水
路（
W
J
：
ウ
ォ
ー
タ
ー

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
）の
中
子
製
造
が

可
能
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
高
熱
環
境
を

改
善
し
、
水
蒸
気
ガ
ス
し
か
発

生
し
な
い
た
め
、
煙
と
臭
気
の

な
い
作
業
環
境
を
可
能
に
し
た
。

一
方
で
製
品
形
状
自
由
度
の
向

上
の
た
め
、
中
子
の
中
空
化
と

最
外
殻
に
バ
イ
ン
ダ
を
集
中
さ
せ

る
こ
と
で
、
従
来
で
は
考
え
ら

れ
な
い
排
砂
性
を
実
現
し
、
製

品
形
状
自
由
度
が
向
上
し
た
。

　

鋳
物
製
造
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
し
た
本
技
術
は
、
臭
気

濃
度
を
１
１
５
分
の
１
に
削
減

し
、C
O
2
の
発
生
量
を
半
減
、

3
%
の
製
品
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も

実
現
。
同
社
で
は
２
０
１
４
年

よ
り
こ
の
技
術
を
使
っ
た
量
産

化
を
開
始
し
、
今
後
は
こ
の

技
術
を
発
展
途
上
国
や
海
外

の
競
合
企
業
に
公
開
予
定
だ
。

世
界
の
自
動
車
産
業
へ
の
貢
献

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

異
臭
・
煙
・
高
熱
と
い
う

過
酷
な
現
場
を
救
い
た
い

水
ガ
ラ
ス
の
特
性
に
着
目
し

形
状
の
自
由
度
も
両
立

受賞メッセージ

工場を始めとする社内外の方々に支えて頂い
たおかげで受賞できました。関係者の皆さん
に心から感謝いたします。この技術は単なる
環境対策ではなく、もっと複雑でもっと高品
質なものづくりを目指して開発しました。多く
の方に使って頂き、鋳物の付加価値向上に貢
献できれば幸いです。

審査員の視点

鋳物製造システムのサービス産業化と
いうビジネスモデル。鋳物製造技術で、
恐らく50年ぶりのイノベーションを起こ
し、世界の自動車産業へ貢献するもの。

鋳物製造の技術では
画期的なイノベーション

会 社 概 要

商　 号：	トヨタ自動車株式会社
設　 立：	1937年8月28日
従業員数：	364,445名
事業内容：	自動車の生産・販売

お 問 い 合 わ せ 先

トヨタ自動車株式会社
愛知県豊田市トヨタ町1
TEL:050-3165-3684
E-mail:hirotsune_watanabe@mail.toyota.co.jp
素形材技術部
鋳造技術室 主幹　渡邉 浩庸
https://global.toyota/jp

受 賞 理 由

アルミ鋳造製造の問題点を一挙に解決
悪臭と煙を排除した革新技術で

人に優しいクリーンな工場に

受
賞
件
名

受

賞

者

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

渡
邉 

浩
庸

リ
ー
ダ
ー

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製造・生産プロセス部門

経
済
産
業
大
臣
賞

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
　

臭気と煙を排除し、工程もシンプルで設備も小型化している

上下を分割し、網目
構造の細くて薄い複
雑な形状が実現でき
たことで、エンジン
の最大熱効率41％
を達成した

世界初の無機中
子砂リサイクルシ
ステム。再生前は
砂表面にある水ガ
ラス粘 結 材が低
温加熱で脆弱化さ
れ、研磨で剥離し
ている

■WJの中子

■従来のシェルモールド法による鋳造工程と（左）と、新技術の鋳造ライン（右）の比較図

■砂表面の観察写真（×５００倍）

臭
気
と
煙
の
な
い
作
業
環
境
と

製
品
の
高
機
能
化
を
両
立
し
た

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
鋳
造
の
革
新
生
産
技
術

須
田 

智
和
／
光
武 

正
臣
／
泉 

尚
吾
／

山
下 

大
輔
／
加
藤 

裕
介（
※
1
）
／
善
甫 

敏
彦（
※
1
）

※
1 

新
東
工
業
株
式
会
社
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要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
が
ん
の
病
理
診

断
で
は「
Ｈ
Ｅ
染
色
法
」が
用
い

ら
れ
て
き
た
が
、
手
術
中
の
診

断
に
は
限
界
が
あ
り
、
微
小
な

転
移
の
見
逃
し
の
可
能
性
や
、

悪
性
度
や
進
行
度
を
判
断
す
る

た
め
の
情
報
精
度
が
低
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
診
断
精
度
の
向
上
が

見
込
ま
れ
る「
免
疫
染
色
法
」

が
期
待
さ
れ
た
が
、
切
除
し
た

組
織
の
抗
原
と
抗
体
の
反
応
を

観
察
す
る
染
色
工
程
に
2
時
間

以
上
の
時
間
が
か
か
る
た
め
、

判
断
精
度
は
高
い
も
の
の
手
術

中
の
導
入
は
困
難
だ
っ
た
。

　

こ
の
課
題
解
決
の
た
め
に
開

発
さ
れ
た
の
が
、
染
色
工
程
の

時
間
を
劇
的
に
短
縮
し
た「
電

　

１
９
８
１
年
以
来
、
が
ん
は

日
本
人
の
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ

で
あ
り
、
そ
の
治
療
に
必
須
な

の
が
病
理
診
断
だ
。
最
近
の
が

ん
治
療
で
は
、
進
行
度
や
悪
性

度
に
応
じ
て
切
除
範
囲
を
決
め

る
個
別
化
医
療
を
行
う
傾
向
に

あ
り
、
そ
の
際
に
用
い
ら
れ
る

手
術
中
病
理
診
断
は
、
個
別
化

の
判
断
基
準
と
し
て
極
め
て
重

写真左から中村竜太、鈴木洋一、南條博、南谷佳弘、赤上陽一、佐藤正、榎本純也

01 電界撹拌を採用し、染色工程を2時間超から20分に短縮

02 手術精度が向上することで医師や患者の負担を大幅に軽減

界
撹
拌
法
」
だ
。
こ
れ
は
秋
田

県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
開
発

し
た
世
界
初
の
電
界
撹
拌
技
術

を
コ
ア
技
術
と
し
、
秋
田
エ
プ
ソ

ン
と
秋
田
大
学
と
い
う「
秋
田
の

産
官
学
連
携
」に
よ
って
開
発
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

こ
の
電
界
撹
拌
装
置
は
、
低

周
波
の
電
圧
を
繰
り
返
し
与
え

て
液
を
か
き
混
ぜ
る
電
界
非
接

触
撹
拌
技
術
を
応
用
す
る
こ
と

で
、
が
ん
の
悪
性
度
や
進
行
度

を
正
確
に
診
断
す
る
免
疫
組
織

染
色
を
、20
分
以
内
に
迅
速
化
。

こ
れ
に
よ
っ
て
手
術
中
で
も
が
ん

の
性
状
判
断
が
で
き
る
た
め
、

手
術
精
度
が
向
上
し
治
療
方
法

の
最
適
化
も
可
能
に
な
る
。
再

手
術
の
必
要
性
が
減
る
こ
と
で

患
者
と
医
師
の
負
担
が
大
幅
に

低
減
さ
れ
、
医
療
費
削
減
効
果

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
技
術
を
病
理
現
場
に
導

入
す
る
た
め
、
２
０
１
２
年
に
は

迅
速
免
疫
染
色
研
究
会
が
設
立

さ
れ
、
２
０
１
４
年
に
手
動
に
よ

る
装
置
を
製
品
化
。
装
置
を
導

入
し
た
秋
田
大
学
病
院
で
は
、

す
で
に
約
１
０
０
０
例
の
実
績
が

あ
る
。
病
理
検
査
技
師
の
負
担

の
増
大
と
い
う
理
由
で
装
置
の

導
入
に
踏
み
切
れ
な
い
医
療
機

関
も
あ
る
た
め
、
２
０
２
０
年

春
の
販
売
を
目
指
し
て
、
装
置

の
自
動
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

精
度
と
時
間
と
い
う

病
理
診
断
の
課
題
を
解
決

20
分
以
内
の
迅
速
な
判
断
で

患
者
の
負
担
を
大
幅
に
低
減

受賞メッセージ

秋田県産業技術センター、秋田大学との地方
発産学官医工連携事業として「患者さんのた
めに」を合言葉に、皆様のご協力を得ながら
医療機器の製品化を目指し進めてきました。
このような賞をいただき大変光栄に思います
と共に、これを励みに次の製品開発に向けて
より一層努力して参ります。

審査員の視点

手術中に原発性か転移性かの区分や
悪性度を精度よく判断できるので、最適
な治療法の選択が可能。病理現場でも
導入しやすい自動化装置に期待。

最適な治療法の選択に
大きな効果を発揮

会 社 概 要

商　 号：	秋田エプソン株式会社
設　 立：	1986年６月
従業員数：	982名
事業内容：	プリンターヘッド部品、ウエアラブル

機器・部品の製造、超精密部品・
金型具冶工具の製造加工

お 問 い 合 わ せ 先

秋田エプソン株式会社
秋田県湯沢市岩崎字壇ノ上1
TEL:0183-72-4111  
FAX:0183-72-4411
E-mail:Suzuki.Yoichi@exc.epson.co.jp
M事業グループ 課長　鈴木 洋一
https://www.epson.jp/company/akitaepson/

受 賞 理 由

秋田の産官学連携で開発
免疫組織染色の時間を大幅に短縮し

手術中にがんの詳細な病理診断が可能に

受
賞
件
名

世
界
初
の
技
術「
電
界
撹
拌
」を
用
い
た

が
ん
迅
速
診
断
支
援
装
置
の
開
発

受

賞

者

秋
田
エ
プ
ソ
ン
株
式
会
社

鈴
木 

洋
一

リ
ー
ダ
ー

※
１ 

国
立
大
学
法
人
秋
田
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科　

※
２ 

国
立
大
学
法
人
秋
田
大
学

医
学
部
附
属
病
院　

※
３ 

秋
田
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

交流高電圧場印
加時の液滴内部
の撹拌の様子

印加電界波形

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

「秋田県産業技術センター中村竜太、赤上陽一先生」引用

抗原 抗体

電界攪拌染色装置「ヒスト・テック® 

R-IHC®」

ハイスピードカメラで撮影したON
／OFFの写真（500fps）

佐
藤 

正
／
榎
本 

純
也
／
南
谷 

佳
弘（
※
1
）
／

南
條 

博（
※
2
）
／
赤
上 

陽
一（
※
3
）
／
中
村 

竜
太（
※
3
）

■電界攪拌技術の原理と免疫染色の図
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経
済
産
業
大
臣
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

秋
田
エ
プ
ソ
ン
株
式
会
社
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も
、
モ
ー
タ
ー
の
せ
い
で
サ
イ
ズ

が
大
き
く
、
作
業
者
の
手
に
大

き
な
負
担
が
か
か
る
と
い
う
課

題
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
作
業
者
に
よ
る
精

度
の
ば
ら
つ
き
や
、
等
量
分
注

に
要
す
る
膨
大
な
時
間
、
研
究

者
の
疲
労
・
痛
み
・
ス
ト
レ
ス
と

いっ
た
課
題
を
解
決
し
た
の
が
、

世
界
最
小
・
最
軽
量
で
ペン
の
よ

う
に
持
っ
て
使
え
る
ペ
ン
型
電
動

ピ
ペッ
ト
だ
。

　

こ
の
ピ
ペッ
ト
の
コ
ア
技
術
が
、

岩
手
大
学
の
精
密
金
型
技
術
と

ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
と
い
う
応
用

力
学
の
技
術
か
ら
開
発
さ
れ
た

超
小
型
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
歯
車
を

使
っ
た「
マ
イ
ク
ロ
ア
ク
チ
ュエ
ー

タ
ー
」だ
。
こ
れ
は
モ
ー
タ
ー
か

　

医
療
、
バ
イ
オ
、
化
学
な
ど
、

多
分
野
の
研
究
で
使
わ
れ
る
ピ

ペ
ッ
ト
は
海
外
製
が
ほ
と
ん
ど

で
、
そ
の
95
%
を
手
動
ピ
ペッ
ト

が
占
め
る
。し
か
し
、手
動
ピ
ペッ

ト
は
液
の
吸
入
排
出
に
親
指
で

強
く
ボ
タ
ン
を
押
す
必
要
が
あ

り
、
精
度
よ
く
分
注
す
る
に
は

か
な
り
の
熟
練
を
要
す
る
。
わ

ず
か
に
流
通
す
る
電
動
ピ
ペッ
ト

写真左から、上山忠孝、片野圭二、清水友治、千葉英重

01 超小型・高精度・潤滑オイルレス歯車(最小1歯が0.1㎜ )を開発

02 使用者の作業負担の軽減をこれまでの常識を覆す機能で実現

ら
発
生
す
る
動
力
の
回
転
速
度

を
遅
く
し
て
高
い
ト
ル
ク
と
分

解
能
に
変
換
す
る
装
置
。
従
来

の
金
属
切
削
歯
車
の
小
型
化
の

限
界
を
突
破
し
、
歯
車
の
サ
イ

ズ
を
モ
ジ
ュ
ー
ル
０・０
５
５（
1

歯
の
大
き
さ
が
約
１
０
０
μ
m
）

ま
で
小
型
化
し
、
高
精
度
化
と

潤
滑
オ
イ
ル
レ
ス
も
実
現
し
た
。

　

従
来
の
歯
車
減
速
機
は
多

段
式
遊
星
歯
車
方
式
だ
っ
た

が
、
不
思
議
遊
星
歯
車
方
式

を
最
適
化
し
て
採
用
す
る
こ
と

で
、
部
品
点
数
を
従
来
の
約
３

分
の
１
ま
で
削
減
。
小
型
軽
量

化
だ
け
で
な
く
低
価
格
化
も

実
現
し
た
。
さ
ら
に
同
社
で
は

B
l
u
e
t
o
o
t
h
を
内
蔵
し

た
世
界
初
の
無
線
通
信
ピ
ペ
ッ

ト
も
開
発
。
Ｐ
Ｃ
で
分
注
量
設

定
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
機

能
や
、
実
験
の
情
報
を
自
動
記

録
す
る
ロ
グ
機
能
の
搭
載
に
よ
っ

て
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性
も
格
段

に
向
上
し
た
。

　
「
い
ま
や
当
社
の
事
業
の
8
割

が
ラ
イ
フ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
。

地
元
岩
手
や
東
北
地
方
の
企

業
、
研
究
機
関
と
連
携
し
て
新

た
な
製
品
を
開
発
し
、
世
界
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
目
指
し
て
展

開
し
て
い
き
た
い
」と
片
野
社
長
。

地
域
未
来
牽
引
企
業
と
し
て
選

定
さ
れ
、
新
た
な
製
品
開
発
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

手
動
ピ
ペ
ッ
ト
の
課
題
を

超
小
形
の
歯
車
で
解
決

低
価
格
化
の
実
現
で

海
外
展
開
の
拡
大
も
目
指
す

受賞メッセージ

大変光栄なる賞をいただき、チームと社員一
同大変感激しております。
これからも、高い技術と新たなライフサイエ
ンスの製品を東北から世界に販売すること
で、地域のものづくり産業に貢献するととも
に、地域の未来づくりに一層力を尽くして参り
たいと思います。

審査員の視点

オンリーワンの技術をベースにしたアクチュ
エータや各種製品は、30件以上の特許・意
匠・商標でカバーするなど知財戦略も優れ
ており、世界で高いシェアを期待できる。

課題解決だけでなく
知財戦略にも優れる

会 社 概 要

商　 号：	株式会社アイカムス・ラボ
設　 立：	2003年5月
従業員数：	37名
事業内容：	マイクロアクチュエーターとその技術

を活用した、精密機器とライフサイ
エンス機器の開発・製造・販売

お 問 い 合 わ せ 先

株式会社アイカムス・ラボ
岩手県盛岡市北飯岡1-8-25
TEL:019-601-8228  
FAX:019-601-8227
E-mail:icomes-info@icomes.co.jp
代表取締役　片野 圭二
https://www.icomes.co.jp/

10円玉に比べるとプラスチック歯車の小ささが際立つ

従来の持ち方（左）とペン型

従来の多段式金属歯車減速機（左）と不思議遊星歯車減速機

受 賞 理 由

岩手と東北の精密ものづくり技術を結集し
医療・ライフサイエンス分野における

研究者の作業精度向上に貢献

受
賞
件
名

世
界
最
小・最
軽
量
の
ペ
ン
型
電
動
ピ
ペッ
ト
で

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
新
た
な
価
値
を
め
ざ
す

受

賞

者

株
式
会
社
ア
イ
カ
ム
ス
・
ラ
ボ

※
1 

国
立
大
学
法
人
岩
手
大
学 片

野 

圭
二

リ
ー
ダ
ー

モジュール
0.055
直径約1mmの
プラスチック歯車
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経
済
産
業
大
臣
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

株
式
会
社
ア
イ
カ
ム
ス
・
ラ
ボ

上
山 

忠
孝
／
千
葉 

英
重
／
清
水 

友
治（
※
1
）
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の
開
発
が
待
た
れ
て
い
た
。

　

妊
婦
の
腹
壁
上
か
ら
子
宮
内

胎
児
の
生
体
電
気
信
号
を
計

測
す
る
試
み
は
、
１
０
０
年
も

前
か
ら
世
界
中
で
行
わ
れ
て
き

た
も
の
の
、
信
号
が
極
め
て
微

弱
で
、
実
用
化
が
不
可
能
だ
っ

た
。
し
か
し
、産
学
連
携
に
よ
っ

て
難
題
を
ク
リ
ア
し
、
不
可
能

を
可
能
と
し
た
の
が
、
ア
ト
ム
メ

デ
ィ
カ
ル
の
技
術
力
で
あ
る
。

　

同
社
は
東
北
大
学
と
連
携
し

て
計
測
を
妨
害
す
る
ノ
イ
ズ
を

分
析
。
5μ
V
以
下
に
抑
え
る

技
術
開
発
を
5
年
が
か
り
で
成

功
さ
せ
た
。
妊
婦
に
装
着
す
る

　

産
科
臨
床
の
現
場
で
は
、
長

年
大
き
な
課
題
点
が
あ
っ
た
。

胎
児
の
心
臓
を
超
音
波
で
捉
え

る
超
音
波
ド
プ
ラ
法
は
、
普
及

率
こ
そ
高
い
が
、
胎
児
の
詳
細

な
心
拍
数
変
動
ま
で
は
計
測
で

き
な
い
。
50
年
前
と
比
較
し
て

脳
性
麻
痺
の
発
生
頻
度
が
減
少

し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
新

た
な
胎
児
心
拍
数
の
計
測
方
法

写真左から、曽根良和、小田桐直子、須藤一彦、木村芳孝、大和田一成、窪昌之。　枠内は、多比良大輔

01 非侵襲で胎児生体電気信号がモニタリング可能な世界初の装置

02 妊娠20週台から胎児の状態を従来より詳しくモニタリング可能

シ
ー
ト
電
極
を
開
発
し
、
電
極

接
続
ケ
ー
ブ
ル
と
ノ
イ
ズ
カ
ッ
ト

シ
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
画
期
的
な
レ
ベ
ル
の
低
ノ
イ

ズ
化
を
実
現
さ
せ
た
の
だ
。

　

母
体
と
胎
児
の
生
体
電
気

信
号
を
分
離
さ
せ
る
技
術
も
従

来
は
困
難
と
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
点
は
東
北
大
学
病
院
の
木
村

芳
孝
教
授
考
案
に
よ
る
参
照
系

独
立
成
分
分
析
法
を
活
用
。
妊

婦
腹
壁
計
測
信
号
か
ら
母
体
成

分
を
除
去
し
、
胎
児
心
拍
信
号

成
分
の
特
徴
を
検
出
。
そ
の
特

徴
を
参
照
信
号
と
し
て
胎
児
の

生
体
電
気
信
号
の
み
を
分
離
抽

出
し
て
計
測
を
可
能
に
し
た
。

　

従
来
の
分
娩
監
視
装
置
の
超

音
波
ド
プ
ラ
法
で
は
、
妊
娠
30

週
前
後
か
ら
の
計
測
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
妊
娠
20
週
前
後
か
ら

胎
児
心
拍
数
を
計
測
す
る
術
は

な
か
っ
た
。
本
装
置
は
妊
娠
20

週
前
後
か
ら
計
測
が
可
能
で
あ

る
点
も
世
界
初
。
従
来
の
計
測

で
は
、
偽
陽
性
判
定
で
の
大
事

を
と
っ
た
帝
王
切
開
手
術
も
多

か
っ
た
が
、
本
装
置
の
活
用
で

減
少
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

ま
た
、
胎
児
心
奇
形
や
不

整
脈
な
ど
胎
児
の
心
疾
患
診

断
へ
の
応
用
が
可
能
と
な
り
、

２
０
１
０
年
に
は
日
本
初
の
胎

児
心
電
図
研
究
会
も
発
足
。

日
本
の
産
科
医
療
は
こ
れ
ま
で

も
海
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
き

た
が
、
本
装
置
の
登
場
で
さ
ら

に
向
上
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

リ
ス
ク
か
ら
胎
児
を
守
る

新
計
測
法
開
発
に
挑
ん
だ

東
北
大
学
と
産
学
連
携
し

困
難
な
信
号
抽
出
に
成
功

受賞メッセージ

世界中でハイリスク胎児や早産が増加してい
ます。当社テーマ「小さな命を救うために」、胎
児の状態をより早くより詳しく捉え、安心して
お産ができるよう貢献したいという産学共通
の思いで製品化まで漕ぎ着けました。今後も
胎児生体電気信号を基本とした胎児診療応
用を提案して参ります。

審査員の視点

極微少な胎児生体電気信号を計測でき
る画期的な装置である。本装置のデータ
取得の技術については、胎児の心機能評
価や心疾患診断への応用も期待される。

極微小信号を計測可
高水準なデータ取得技術

会 社 概 要

商　 号：	アトムメディカル株式会社
設　 立：	1948年7月
従業員数：	400名
事業内容：	医療機器（産科・婦人科用機器、

新 生 児・小 児 用 機 器、輸 液 用 機
器、呼吸療法用機器、看護病棟用
機器、医用ディスポーザブル製品）
の製造・販売、輸出入

お 問 い 合 わ せ 先

アトムメディカル株式会社
東京都文京区本郷3-18-15
TEL:03-3815-2311  
FAX:03-3812-3199
E-mail:sudo-utc@atomed.co.jp
モニタリングシステム部・課長　須藤 一彦
https://www.atomed.co.jp/

青色で示した胎児生体電気信号が計測表示される 1.粘着枠付表面基材

2.電極端子付
フィルム

5.面ファスナー
　テープ

3.導電性ゲル
4.保護フィルム

電極を印刷したフィルム上面に、シールド層を設け、装着面には
導電性ゲルを設置

受 賞 理 由

従来の分娩監視装置と異なる新方式
母体と胎児の生体電気信号を分離させて

胎児心拍数が計測できる新装置

受
賞
件
名

産
学
連
携
に
よ
り
胎
児
診
療
の
新
し
い
道
を
拓
く
、

非
侵
襲
胎
児
生
体
電
気
信
号
計
測
技
術
の
開
発

受

賞

者

ア
ト
ム
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社

須
藤 

一
彦

リ
ー
ダ
ー

母体装着面 シールド面

■代表的な表示画面例

■電極フィルム外観

開発製品のブロック図。ノイズ低減技術と胎児生体電気信号の
抽出技術が、実用化の核に

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製品・技術開発部門

経
済
産
業
大
臣
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

ア
ト
ム
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社

木
村 

芳
孝
（
※
1
）

／
大
和
田 

一
成
／
小
田
桐 

直
子
／

曽
根 

良
和
／
窪 

昌
之
／
多
比
良 

大
輔

※
1 

国
立
大
学
法
人
東
北
大
学
病
院
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な
い
の
は
大
き
な
欠
点
だ
っ
た
。

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
と
京
都
大
学

医
学
部
が
2
0
1
5
年
に

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
M
I
P
S

（
Me
d
ica
l 

Imag
ing 

Pro
j
ec
t
ion 

Sys
tem
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
肉
眼
で
は

見
え
な
い
血
管
、
あ
る
い
は
組

織
の
血
流
や
リ
ン
パ
流
の
蛍
光

を
赤
外
線
カ
メ
ラ
で
捉
え
、
そ

の
蛍
光
観
察
映
像
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
患
部
に
投
影
す
る
こ

と
に
取
り
組
ん
だ
。
つ
ま
り

M
I
P
S
と
は
、プ
ロ
ジェク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
技
術
を
応
用
し
、

モ
ニ
タ
ー
で
は
な
く
、
手
術
す

る
ド
ク
タ
ー
の
手
元
で
情
報
を

可
視
化
す
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

　

こ
れ
を
現
場
で
通
用
す
る

　

近
年
、
Ｉ
Ｃ
Ｇ（
イ
ン
ド
シ
ア

ニ
ン
グ
リ
ー
ン
）な
ど
の
蛍
光
物

質
や
赤
外
線
カ
メ
ラ
を
使
用
し
、

血
管
や
組
織
の
血
流
、
乳
が
ん

の
リ
ン
パ
節
や
悪
性
腫
瘍
の
位
置

同
定
を
行
う
低
侵
襲
な
手
術
ガ

イ
ド
シ
ス
テ
ム
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
ド
ク
タ
ー
が
頻

繁
に
患
部
か
ら
目
を
離
し
て
モ
ニ

タ
ー
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら

写真左から3人目より、川村壮一郎、中村勝之、瀬尾智、高田正泰、枠内左から、佐々木雄飛、西野裕人、土居正雄

01 医師は手術に集中でき、手術の短時間化、確実化を実現

02 手術効率性を高める革命的技術で患者・医師双方の負担を軽減

医
療
機
器
に
仕
上
げ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
２
０
１
７
年
か

ら
三
鷹
光
器
が
参
画
。
大
型
天

体
望
遠
鏡
の
制
御
や
手
術
用
顕

微
鏡
で
実
績
あ
る
同
社
は
、
２

年
半
の
開
発
期
間
で
約
30
㎏
あ

る
装
置
を〝
意
の
ま
ま
に
〟指
１

本
で
操
作
で
き
る
医
療
機
器
と

し
て
完
成
。
11
月
に
は
ド
イ
ツ

に
て
開
催
の
世
界
最
大
級
医
療

展
示
会
に
出
展
し
、
早
く
も
世

界
的
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

三
鷹
光
器
は
第
３
回（
総
理

大
臣
賞
）、
第
５
回（
経
産
大
臣

賞
）に
続
き
、
今
回
で
受
賞
３

回
目
と
な
る
常
連
企
業
だ
。
医

療
機
器
で
は
従
来
は
ク
ラ
ス
Ⅰ

だ
っ
た
が
、
本
製
品
で
ク
ラ
ス
Ⅱ

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
。

　

遅
延
0
・
2
秒
以
内
・
ズ
レ

±
2
㎜
以
下
と
い
う
精
度
の

Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
て
手
術
を
ガ

イ
ド
す
る
こ
と
で
、
外
科
手

術
の
時
間
短
縮
や
出
血
量
の

軽
減
が
実
現
可
能
と
思
わ
れ
、

術
後
生
存
率
向
上
や
入
院
日

数
短
縮
な
ど
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　

今
回
の
３
者
共
創
の
中
で
大

企
業
と
対
等
の
立
場
で
中
小
企

業
の
独
立
性
を
確
保
し
、
自
ら

の
ブ
ラ
ン
ド
名
だ
け
で
製
品
化

し
た
点
で
も
注
目
事
例
と
い
え

そ
う
だ
。

手
術
す
る
手
元
で
高
度
な

情
報
映
像
を
可
視
化

受賞メッセージ

世界初のプロジェクションマッピング技術を
応用した蛍光ガイドシステムMIPSを製品化
するには技術的な課題だけではなく医療機
器としての信頼性、安全性の担保が重要であ
り多くの壁を乗り越える必要がありました。産
学連携で多くの方々にご支援頂いた事を心よ
り感謝致しております。

審査員の視点

MIPSを乳腺手術や肝切除に最適なシ
ステムに仕上げたのが、非電動式の回
転軸バランス技術。将来的には光照射
による手術応用への可能性も広がる。

安定照射を回転軸
バランス技術が下支え

会 社 概 要

商　 号：	三鷹光器株式会社
設　 立：	1966年5月
従業員数：	93名
事業内容：	精密光学機器製造販売

お 問 い 合 わ せ 先

三鷹光器株式会社
東京都三鷹市野崎1-18-8
TEL:0422-49-1491  
FAX:0422-49-1117
E-mail:m_salse@mitakakohki.co.jp
取締役 先端医療機器開発室長　中村 勝之
http://www.mitakakohki.co.jp/

受 賞 理 由

ドクターの目線を動かさない高精度投影で
手術効率化と患者の予後改善が期待できる

映像で手術をガイド「M
ミ ッ プ ス

IPS」

受
賞
件
名

世
界
初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
応
用
し
た

リ
ア
ル
タ
イ
ム
手
術
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
開
発・製
品
化

受

賞

者

三
鷹
光
器
株
式
会
社

中
村 

勝
之

リ
ー
ダ
ー

土
居 

正
雄
／
瀬
尾 

智（
※
1
）
／
西
野 

裕
人（
※
2
）
／

高
田 

正
泰（
※
1
）
／
川
村 

壮
一
郎（
※
3
）
／
佐
々
木 

雄
飛（
※
3
）

※
１ 

国
立
大
学
法
人
京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

※
２ 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
外
科　

※
３ 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
i-

P
R
O
セ
ン
シ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

株
式
会
社

MIPSは乳癌手術や肝切除などの手術負担
を軽減する革新装置

赤外線カメラとマッピング用プロ
ジェクターの光軸を同軸上に配置
することで投影映像と観察情報に
ズレが生じない仕組みを実現、直視
下での手術をサポートする。

従来法に比べ、MIPSは①視線移動が不要②画像のブレが生じな
い③カメラ保持の人手不要④術野が明るい

外
科
手
術
効
率
化
だ
け
で

な
く
、患
者
の
予
後
改
善
に
も

つ
な
が
る
可
能
性

従来法

MIPS

術野

赤外線
カメラ

モニター

経
済
産
業
大
臣
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

三
鷹
光
器
株
式
会
社

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製品・技術開発部門

32経済産業大臣賞  製品・技術開発部門33 第8回 ものづくり日本大賞



ベッ
ド
の
見
守
り
支
援
シ
ス
テ
ム

「
眠
り
S
C
A
N
Ⓡ
」は
、
介
護
の

現
場
で
高
い
評
価
を
得
て
き
た
。

　
「
眠
り
S
C
A
N
Ⓡ
」は
非
装

着
型
の
高
感
度
シ
ー
ト
型
セ
ン

サ
で
、
被
介
護
高
齢
者
全
員
の

状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
表
示

す
る
シ
ス
テ
ム
。
マ
ッ
ト
レ
ス
や

敷
き
布
団
の
下
に
敷
い
て
使
用

す
る
。
従
来
の
機
器
は
、
被
介

護
者
の
就
寝
時
に
身
体
へ
の
装

着
が
必
要
だ
っ
た
が
、
本
シ
ス
テ

ム
は
非
接
触
の
た
め
そ
の
負
担

が
な
い
。
就
寝
中
に
人
体
か
ら

発
せ
ら
れ
る
振
動
、
呼
吸
、
心

拍
を
高
感
度
な
セ
ン
サ
に
よ
っ
て

　

厚
生
労
働
省
の
推
計
に
よ
れ

ば
、
２
０
２
５
年
に
は
介
護
職

員
が
38
万
人
不
足
す
る
と
さ
れ

る
。
介
護
の
人
手
不
足
は
深
刻

で
、
介
護
職
員
の
就
労
環
境
改

善
も
急
務
だ
。
介
護
職
員
の

働
き
方
改
革
に
つ
な
が
る「
見

守
り
ロ
ボ
ッ
ト
」の
普
及
が
進
む

な
か
、
２
０
０
９
年
５
月
に
販

売
が
開
始
さ
れ
た
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト

写真左から、下川真人、田村純一、森田伸介、岩田剛、細川雄史、木暮貴政

01 睡眠や体調変化をリアルタイムで管理できるシステムを確立

02 介護の人材不足・高度化に対応し、貢献できるシステム　

測
定
す
る
。

　

介
護
職
員
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
睡
眠
状
態
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る
。

定
期
的
な
巡
視
が
不
要
に
な
る

た
め
、
職
員
の
就
業
環
境
を
大

き
く
改
善
で
き
る
。
被
介
護
者

の
覚
醒
を
確
認
し
て
、
お
む
つ

交
換
や
体
位
交
換
を
行
え
ば
睡

眠
を
妨
げ
な
い
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
ト
イ
レ
誘
導
す
る
こ
と
で
、

排
泄
が
自
立
し
た
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
転
倒
リ
ス
ク
の
高
い
被
介

護
者
が
起
き
上
が
っ
た
ら
駆
け
つ

け
る
な
ど
、
被
介
護
者
の
生
活

状
況
に
応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　
「
眠
り
S
C
A
N
Ⓡ
」は
、
睡

眠
状
態
に
加
え
て
、
呼
吸
数
と

心
拍
数
の
長
期
的
な
デ
ー
タ
変

動
を「
睡
眠
日
誌
・
呼
吸
日
誌
・

心
拍
日
誌
」の
形
式
で
見
え
る

化
で
き
る
。
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
や
介

護
記
録
ソ
フ
ト
と
連
携
が
可
能

で
、
こ
れ
ら
を
導
入
し
た
施
設

の
検
証
で
は
、
１
日
17
時
間
も

の
業
務
時
間
削
減
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。

　

介
護
業
務
の
効
率
化
で

人
材
不
足
を
補
い
、
働
き
方

改
革
を
進
め
る
一
助
と
し
て
、

「
眠
り
S
C
A
N
Ⓡ

」
は
年
率

2
0
0
％
超
の
勢
い
で
成
長
中

（
累
計
3.
5
万
台
超
）だ
。
マ

レ
ー
シ
ア
の
病
院
で
は
ベッ
ド
の

転
落
事
故
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
と
の

学
会
発
表
が
あ
り
、
国
際
的
評

価
も
高
め
て
い
る
。

夜
勤
が
不
可
欠
な
介
護
職
の

就
労
環
境
を
大
き
く
改
善

介
護
シ
ス
テ
ム
と
連
携
可

サ
ー
ビ
ス
の
質
も
向
上

受賞メッセージ

高齢者人口の増加や労働人口の減少により、
医療・介護の現場ではさらなる人手不足が懸
念されています。そのような背景の中で、本技
術とその効果が評価されたことは大変嬉しく
思います。
また、長年にわたりご支援いただいた多くの
関係者に心より御礼申し上げます。

審査員の視点

介護施設等では、データの見える化で
スタッフの就業環境に加えて、被介護
者の生活習慣も改善されている。シー
ト型体振動計の技術レベルも高い。

介護の働き方改革と
サービス向上に貢献

会 社 概 要

商　 号：	パラマウントベッド株式会社
設　 立：	1950年5月25日
従業員数：	909名
事業内容：	医療・介護用ベッド等および什器

備品の製 造、販 売／医 療 福 祉 機
器および家具等の製造、販売など

お 問 い 合 わ せ 先

パラマウントベッド株式会社
東京都江東区東砂2-14-5
TEL:03-3648-1111（大代表） 
https://www.paramount.co.jp/

ベッドに装着し、マットレスの下に敷い
て使用。累計3.5万台超を販売した

PCでのモニター画面。
被介護者の状態を視認
可能で、それに合わせた
個別ケアを行える

「心拍／呼吸日誌」の画
面。数値の変化から被介
護者の体調変化に気づ
きやすくなる

「睡眠日誌」の画面。被
介護者の睡眠・生活習
慣 を 見 える 化し、検 証
ツールとして活用

受 賞 理 由

睡眠・覚醒・離床をリアルタイム表示
非装着型高感度シート型センサシステムで

就寝中の被介護者を見守り

受
賞
件
名

介
護
の
負
担
軽
減
と
質
の
向
上
に
貢
献
す
る

見
守
り
支
援
シ
ス
テ
ム 

眠
り
S
C
A
N
Ⓡ

受

賞

者

パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド
株
式
会
社

森
田 

伸
介

リ
ー
ダ
ー

田
村 

純
一
／
下
川 

真
人
／
細
川 

雄
史
／

木
暮 

貴
政
／
岩
田 

剛

※15名表示例
※最大120名表示可能

■リアルモニター
　（見守り）

■心拍/呼吸日誌
　（体調管理）

■睡眠日誌
 （アセスメント）

マットレスの下に設置

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製品・技術開発部門

経
済
産
業
大
臣
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド
株
式
会
社

34経済産業大臣賞  製品・技術開発部門35 第8回 ものづくり日本大賞



多
く
含
有
し
た
合
金
鋼
に
よ
っ

て
製
造
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
レ
ア
メ
タ
ル
に
は
価

格
高
騰
や
将
来
的
な
資
源
枯
渇

の
懸
念
が
あ
る
た
め
、
部
品
用

鋼
材
の
省
レ
ア
メ
タ
ル
化
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

第
2
回
も
の
づ
く
り
日
本
大

賞
で
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞

し
た「
革
新
的
熱
処
理
マ
イ
ル
ド

浸
炭
プ
ロ
セ
ス
」
を
開
発
し
て
い

た
ア
イ
シ
ン
・エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
は
、

こ
の
マ
イ
ル
ド
浸
炭
プ
ロ
セ
ス
の

特
徴
を
最
大
限
活
用
し
た
鋼
材

の
省
合
金
設
計
を
行
い
、
高
強

度
化
と
省
レ
ア
メ
タ
ル
化
の
両

立
と
い
う
矛
盾
し
た
特
性
を
持

つ
高
強
度
鋼
材
の
開
発
に
着
手

し
た
。

　

C
O
2
排
出
量
を
削
減
す
る

た
め
に
は
、
自
動
車
の
燃
費
向

上
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
課
題
解
決
に
は
自
動

車
部
品
の
高
強
度
化
に
よ
る
小

型
軽
量
化
が
避
け
ら
れ
な
い
。

な
か
で
も
自
動
車
の
動
力
伝
達

や
変
速
に
多
く
使
わ
れ
る「
歯

車
」は
、
高
強
度
が
求
め
ら
れ

る
部
品
で
あ
り
、
レ
ア
メ
タ
ル
を

写真左から、杉浦孝佳、安達裕司、大林巧治、笠井大介、岡田一晃、小澤修司、伊藤誠司

01 歯車強度25%向上に成功、レアメタル使用量も低減

02 “擦り合わせ”作業で成功に導いた協働プロセス

　

従
来
の
浸
炭
焼
入
れ
に
よ
る

合
金
鋼
で
は
考
え
ら
れ
な
い
大

胆
な
成
分
設
計
と
、
ボ
ロ
ン
、

チ
タ
ン
と
いっ
た
微
量
元
素
を
活

用
し
て
鋼
材
の
特
性
を
制
御
す

る「
マ
イ
ク
ロ
ア
ロ
イ
ン
グ
技
術
」

に
よ
り
、
ク
ロ
ム
や
モ
リ
ブ
デ
ン

と
いっ
た
レ
ア
メ
タ
ル
の
使
用
量

ゼ
ロ
を
実
現
。
歯
車
強
度
を
従

来
比
で
25
％
向
上
さ
せ
、
次
世

代
高
強
度
鋼
材
Ｍ
Ｓ
Ｂ
20
を
開

発
し
た
。
現
在
、
Ｍ
Ｓ
Ｂ
20
は

年
間
約
1
万
５
０
０
０
ト
ン
製

造
さ
れ
、
レ
ア
メ
タ
ル
の
使
用
量

を
年
間
約
１
９
０
ト
ン
低
減
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
高
強
度
歯
車
な
ど

の
部
品
開
発
は
、
同
社
の
よ
う

な
歯
車
メ
ー
カ
ー
と
鋼
材
メ
ー

カ
ー
に
よ
っ
て
別
々
に
行
わ
れ
て

い
た
が
、
今
回
は
日
本
製
鉄
、

愛
知
製
鋼
と
い
う
2
社
の
鋼
材

メ
ー
カ
ー
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
も
加
わ
っ

て
チ
ー
ム
を
組
ん
だ
。
３
社
に

よ
る
擦
り
合
わ
せ
作
業
を
繰
り

返
す
こ
と
で
強
い
信
頼
関
係
が

築
か
れ
た
こ
と
も
、
大
胆
な
鋼

材
設
計
を
可
能
に
す
る
一
つ
の

カ
ギ
と
な
っ
た
と
い
う
。

　

高
強
度
化
・
小
型
軽
量
化
に

よ
る
動
力
性
能
や
燃
費
の
向
上

ニ
ー
ズ
は
、
自
動
車
部
品
以
外

の
船
舶
、
鉄
道
、
航
空
機
な
ど

に
幅
広
く
存
在
す
る
た
め
、
普

及
の
裾
野
は
実
に
広
い
。

マ
イ
ル
ド
浸
炭
プ
ロ
セ
ス
の

特
徴
を
最
大
限
に
活
用

レ
ア
メ
タ
ル
０ゼ

ロ
を
可
能
に
し
た

マ
イ
ク
ロ
ア
ロ
イ
ン
グ
技
術

受賞メッセージ

この度は栄誉ある賞を頂き大変光栄に思いま
す。サスティナブル社会の実現に向けた技術
として、様々な部品のものづくりに関わるエネ
ルギー消費の抑制および省資源化を促す方
策となるMSB20とマイルド浸炭技術の展開
を進めていく所存です。

審査員の視点

省レアメタル化と高強度化という相反
する特性を、3社の技術者が大胆な発
想の鋼材設計と綿密な製造プロセスを
擦り合わせ、チームワークで両立。

相反する特性を
チームワークで両立

会 社 概 要

商　 号：	アイシン・エィ・ダブリュ株式会社
設　 立：1969年5月
従業員数：	単独19,890名（連結34,916名）
事業内容：	トランスミッション、トランスファ、カーナ

ビゲ―ションシステムの開発・製造

お 問 い 合 わ せ 先

アイシン・エィ・ダブリュ株式会社
愛知県安城市藤井町高根10
TEL:0566-73-1111(代表）
熱処理生技部熱処理企画Ｇ
グループマネージャー　笠井 大介
https://www.aisin-aw.co.jp

受 賞 理 由

歯車の高強度化と小型軽量化により
燃費を向上させてCO2排出量を削減する

省レアメタルの高強度鋼材

受
賞
件
名

レ
ア
メ
タ
ル
レ
ス
を
可
能
に
し
た

次
世
代
高
強
度
鋼
材
Ｍ
Ｓ
Ｂ
20
と
歯
車
の
開
発

受

賞

者

ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ・
ダ
ブ
リ
ュ
株
式
会
社

笠
井 

大
介

リ
ー
ダ
ー

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製品・技術開発部門

経
済
産
業
大
臣
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
株
式
会
社

大
林 

巧
治
／
岡
田 

一
晃
／
安
達 

裕
司
（
※
1
）

／

杉
浦 

孝
佳
（
※
1
）

／
伊
藤 

誠
司
（
※
2
）

／
小
澤 

修
司
（
※
3
）

※
1 

愛
知
製
鋼
株
式
会
社　

※
2 

日
本
製
鉄
株
式
会
社 

八
幡
製
鉄
所

※
3 

日
本
製
鉄
株
式
会
社

次世代高強度鋼材MSB20はトランスミッションなど自動車部品への普及が可能

世の中の幅広い分野
の強度部品、耐摩耗部
品への適用が可能

■従来の合金鋼とMSB20との技術比較 ■ＦＦ８速オートマチックトランスミッションへの活用イメージ

自動車に 航空機に 高速鉄道に 船舶に
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接着剤

消弧砂

ケース
固定リング

エレメント
（ターミナル一体）

　

そ
ん
な
電
動
自
動
車
の
高
性

能
化
を
支
え
る
た
め
に
、
高
品

質
で
低
価
格
な
高
容
量
・
高

電
圧
の
Ｅ
Ｖ
ヒ
ュ
ー
ズ
を
開
発
し

た
の
が
、
ヒ
ュ
ー
ズ
メ
ー
カ
ー
と

し
て
全
世
界
で
お
よ
そ
70
%
の

シ
ェ
ア
を
持
つ
太
平
洋
精
工
で

あ
る
。

　

同
社
で
は
接
触
不
良
な
ど
の

不
具
合
を
な
く
す
た
め
に
、
エ

レ
メ
ン
ト
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
溶
接

す
る
の
で
は
な
く
、
プ
レ
ス
加

工
に
よ
っ
て
一
体
成
型
す
る
と
い

う
技
術
を
考
案
し
た
。
確
か
に

接
触
の
安
定
性
は
増
し
た
が
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
と
エ
レ
メ
ン
ト
に
は

厚
さ
に
7
倍
も
の
差
が
あ
る
た

め
、
プ
レ
ス
で
折
り
曲
げ
る
と

薄
い
エ
レ
メ
ン
ト
に
ど
う
し
て
も

　

従
来
、
一
般
的
な
高
電
圧

ヒ
ュ
ー
ズ
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
エ
レ
メ

ン
ト
を
溶
接
し
て
つ
く
ら
れ
て
い

た
が
、
こ
の
方
法
は
手
間
が
か

か
っ
て
コ
ス
ト
が
高
い
だ
け
で
な

く
、
接
合
不
良
に
よ
る
品
質
の

低
い
製
品
も
多
い
。
そ
の
た
め
、

自
動
車
の
電
動
化
を
進
め
る
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

す
も
の
と
は
言
い
難
か
っ
た
。

写真前列左から、森川貴博、柴田秀樹、三摩哲嗣、後列左から、石永裕紀、清水宏紀、笹間貴之

01 開発したヒューズは航続距離アップ・充電時間短縮に貢献

02 国内外の自動車メーカーに採用され、世界シェアは７割

歪
み
が
生
じ
る
と
い
う
問
題

が
残
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
エ
レ
メ
ン
ト
間
に〝
つ

な
ぎ
〟を
入
れ
る
と
い
う
方
法

を
試
し
た
と
こ
ろ
、
つ
な
ぎ
で
プ

レ
ス
に
よ
る
変
形
抑
制
の
効
果

は
あ
っ
た
が
、
成
型
後
に
つ
な
ぎ

を
除
去
す
る
工
程
が
増
え
た
こ

と
で
コ
ス
ト
も
増
え
、
課
題
解

決
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

同
社
で
幾
度
と
な
く
試
作
を

重
ね
、
よ
う
や
く
た
ど
り
着
い

た
の
が
エ
レ
メ
ン
ト
を
ア
ー
チ
状

に
し
て
強
度
を
持
た
せ
る
と
い

う
方
法
だ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

工
程
数
を
抑
え
て
歪
み
を
な
く

す
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
従
来

の
ヒュ
ー
ズ
よ
り
も
原
価
を
大
幅

に
低
減
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
。

小
型
・
軽
量
化
や
耐
振
動
性
能

に
も
優
れ
た
高
電
圧
ヒュ
ー
ズ
の

開
発
が
、
そ
の
後
も
続
け
ら
れ

て
い
る
。

　

地
球
温
暖
化
の
抑
制
に
向
け

た
化
石
燃
料
規
制
の
高
ま
り
を

受
け
て
、
電
動
車
両
の
開
発
競

争
が
さ
ら
に
激
化
す
る
の
は
必

至
だ
。
低
価
格
で
安
定
し
た

品
質
の
高
電
圧
ヒュ
ー
ズ
の
開
発

は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
コ
ス
ト

削
減
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、

機
能
性
、
安
全
性
、
快
適
性
の

高
い
電
動
車
両
の
開
発
を
支
え

る
技
術
と
し
て
、
世
界
中
か
ら

注
目
を
集
め
て
い
る
。

電
動
車
両
向
け
ヒ
ュ
ー
ズ
を

プ
レ
ス
加
工
で一体
成
型

ア
ー
チ
状
の
エ
レ
メ
ン
ト
で

強
度
を
確
保
し
低
価
格
化

受賞メッセージ

今回は名誉ある賞を頂きましてありがとうご
ざいます。今後急速に進む自動車の電動化の
流れに備え、お客様のご要望に応えるべく開
発したEVヒューズが認められて、大変嬉しく
思います。今後も、独創性を追究し、安全・快
適なクルマ社会の「新しい流れ」を創りつづけ
てまいります。

審査員の視点

１台の車に50〜100個ものヒューズが必
要とされるが、自動化されたプレス技術で
製造される安価で良質なEVヒューズは、
世界中のメーカーから高く評価されている。

世界のメーカーから
高い信頼を獲得

お 問 い 合 わ せ 先

太平洋精工株式会社
岐阜県大垣市桧町450
TEL:0584-91-3131  
FAX:0584-91-6102
E-mail:sibata@pecj.co.jp
研究開発部門 設計部 部長  柴田 秀樹
https://www.pecj.co.jp/

ターミナルとエレ
メントを一体成型
し た 同 社 のEV
ヒューズ。工数減
で低価格化を実現

メインバッテリー
を 保 護 するE V
ヒューズ。自動車
火災を防ぐために
も必要な部品だ

一体成型による歪
みを防ぐアーチ状
のエレメント。小さ
な改良が大きな結
果を生んだ

受 賞 理 由

世界シェア70％のヒューズメーカーが開発した
一体成型エレメントの小さなアーチで

電動車両の開発を加速する

受
賞
件
名

電
気
自
動
車・ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
両
の
普
及
を
支
え
る

高
容
量・高
電
圧 

Ｅ
Ｖ 

ヒ
ュ
ー
ズ
の
開
発

受

賞

者

太
平
洋
精
工
株
式
会
社

柴
田 

秀
樹

リ
ー
ダ
ー

変形し
距離近い

ターミナル

エレメント

ターミナルとエレメ
ントを溶 接した 従
来 のヒュー ズ は、
接触不良などによ
り品質が不安定

■他社製高電圧ヒューズ

■開発品EVFP-Ф38 350A〜500A

会 社 概 要

商　 号：	太平洋精工株式会社
設　 立：	1961年10月
従業員数：	国内403名・グループ全体1057名
事業内容：	自動車専用のヒューズの開発・製

造、精密金属プレス加工・金型製作

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製品・技術開発部門

経
済
産
業
大
臣
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

太
平
洋
精
工
株
式
会
社

清
水 

宏
紀
／
石
永 

裕
紀
／
三
摩 

哲
嗣
／

森
川 

貴
博
／
笹
間 

貴
之
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創
出
を
可
能
に
す
る
、
新
方
式

の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
の
開

発
に
挑
ん
だ
。
同
社
で
は
、ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
開
発
に
伴
い
、
極
低

温
環
境
で
も
使
用
で
き
る
暖
房

技
術
に
加
え
、
窓
の
曇
り
防
止

を
暖
房
と
同
時
に
行
っ
て
視
界

を
確
保
す
る
除
湿
暖
房
技
術

も
、
同
時
開
発
し
た
。

　

同
社
が
開
発
し
た
ガ
ス
イ
ン

ジェク
シ
ョン
サ
イ
ク
ル
方
式
の
新

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
は
、
車
内
で
放

熱
後
の
減
圧
し
た
冷
媒
を
気
液

分
離
し
、
低
圧
の
液
冷
媒
は
室

外
器
へ
流
し
吸
熱
量
を
増
加
さ

せ
る一方
、
中
間
圧
の
密
度
の
濃

　

自
動
車
業
界
で
は
、
電
気
自

動
車
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
の
開
発
が
加
速
し
て
い
る

が
、
電
動
車
は
エ
ン
ジ
ン
排
熱
が

な
い
た
め
、
暖
房
に
は
高
出
力

の
熱
創
出
が
必
要
と
な
る
。
そ

れ
が
E
V
航
続
距
離
を
半
減
さ

せ
る
原
因
に
な
って
い
た
。

　

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
デ
ン
ソ
ー
は
省
電
力
で
の
熱

写真左から、伊藤誠司、林浩之、遠藤義治、村木俊彦、武知哲也、谷畑拓也、加見祐一

01 車内空調の電力消費問題を独創的な技術の開発で解決

02 電動化普及と地球温暖化防止に貢献する社会的なインパクト

い
ガ
ス
冷
媒
は
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
に

戻
し
流
量
を
増
や
す
こ
と
で
、

暖
房
能
力
を
増
加
さ
せ
た
。
冷

媒
を
２
段
階
に
膨
張
さ
せ
て
中

間
圧
で
気
液
を
分
離
す
る
た
め

の
、
冷
媒
の
気
液
分
離
、
絞
り
、

流
路
切
り
替
え
と
い
う
3
つ
の

機
能
を
集
約
し
た
統
合
弁
と
ガ

ス
イ
ン
ジ
ェク
シ
ョン
機
能
付
き
コ

ン
プ
レッ
サ
を
開
発
し
た
。

　

ま
た
、
従
来
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

で
は
除
湿
暖
房
機
能
を
持
って
い

な
い
た
め
、室
外
器
に
リ
ヒ
ー
ト

量
の
調
整
機
能
を
持
た
せ
て
対

応
し
た
。さ
ら
に
、こ
れ
を
広
範

囲
の
外
気
温
に
対
応
さ
せ
る
た
め

に
、
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
と
室
外
器
の

冷
媒
流
れ
を
直
列
と
並
列
に
流

す
２
つ
の
除
湿
暖
房
技
術
を
開

発
し
、
必
要
な
リ
ヒ
ー
ト
量
に
よ

り
切
り
替
え
る
方
式
と
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
開
発
に
よ
り
、
効

率
の
良
い
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
暖
房
、

除
湿
暖
房
を
す
る
こ
と
で
電
気

ヒ
ー
タ
を
使
っ
た
場
合
よ
り
も

26
%
の
暖
房
能
力
向
上
、
63
%

の
消
費
電
力
低
減
を
達
成
し
た
。

　

２
０
１
７
年
に
ト
ヨ
タ
の
プ
リ

ウ
ス
P
H
V
に
世
界
で
初
め
て

採
用
さ
れ
て
以
降
、
現
状
で
は

年
間
5
万
台
を
生
産
し
て
い
る

が
、
数
年
後
に
は
５
～
10
倍
の

展
開
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。

　

電
動
車
の
普
及
を
加
速
さ
せ

る
効
果
が
高
い
こ
の
新
方
式
の

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
は
、
今

後
の
環
境
保
全
へ
の
貢
献
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

航
続
距
離
を
半
減
さ
せ
る

暖
房
課
題
に
挑
む

遠
心
分
離
方
式
採
用
の

統
合
弁
が
カ
ギ
に

受賞メッセージ

多くの仲間と共に苦労して開発した新製品
がお客様に届けられたことの感動に加え、経
済産業大臣賞を受賞できたことを光栄に思
います。これからも車社会の発展と環境の両
立を目指すという未来への想いを重ねなが
ら更なる技術の発展につなげていきたいと
思います。

審査員の視点

本ヒートポンプは電池の使用量を激減
させ、コストと重さの問題を同時に解決
できる。地球温暖化防止に貢献するな
ど、社会的なインパクトが非常に大きい。

温暖化防止に貢献し
社会への貢献度が大

会 社 概 要

商　 号：株式会社デンソー
設　 立：	1949年12月16日
従業員数：	171,992名
事業内容：	自動車関連分野（パワトレイン事業、

電子事業、熱事業、情報安全事業、
小型モータ）／生活関連機器分野
／産業機器分野／新事業分野（エ
ネルギーマネジメント、農業、セキュリ
ティ、情報ソリューション、ヘルスケア、
バイオ、橋梁点検・測量サービス）

お 問 い 合 わ せ 先

株式会社デンソー
愛知県刈谷市昭和町1-1
TEL:0566-25-5511
https://www.denso.com/jp/ja/

受 賞 理 由

低外気温時の電気自動車の暖房機能と
防曇機能を両立し航続距離を拡大

ガスインジェクション式ヒートポンプ

受
賞
件
名

受

賞

者

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー

村
木 

俊
彦

リ
ー
ダ
ー

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製品・技術開発部門

経
済
産
業
大
臣
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー

遠
藤 

義
治
／
伊
藤 

誠
司
／
谷
畑 

拓
也
／

加
見 

祐
一
／
林 

浩
之
／
武
知 

哲
也

■統合弁概要

■低温大能力技術 ■除湿暖房技術

■ガスインジェクション機能付き電動コンプレッサ

電
動
自
動
車
の
航
続
距
離
拡
大
に
寄
与
す
る

新
方
式
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
の
開
発

従来型にガスインジェクション機能をアドオンできる
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造
現
場
で
は
素
材
加
工
時
に
発

生
す
る
熱
で
素
材
の
表
面
が
剥

が
れ
る
な
ど
、
機
能
が
損
な
わ

れ
る
問
題
が
続
出
し
て
い
た
。

　

素
材
の
機
能
を
損
ね
ず
に
高

品
位
な
加
工
を
行
う
に
は
、
熱

に
よ
る
レ
ー
ザ
ー
加
工
と
は
異

な
る「
ア
ブ
レ
ー
シ
ョン
加
工
」が

望
ま
し
い
。
こ
れ
は
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
直
接
材
料
を
分
解
す
る

も
の
で
、光
の
照
射
時
間
と
波

長
が
短
い
ほ
ど
微
細
加
工
に
適

し
て
い
る
。そ
の
た
め
、ピ
コ（
１
兆

分
の
１
）秒
レ
ベ
ル
の
短
い
パ
ル
ス

幅
を
持
つ
レ
ー
ザ
ー
を
安
定
的

に
生
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

材
料
加
工
用
の
レ
ー
ザ
ー
は

海
外
製
が
国
内
市
場
を
ほ
ぼ

独
占
。
も
の
づ
く
り
の
現
場
で

は
、
海
外
製
レ
ー
ザ
ー
に
品
質

を
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
電
子
機
器
や
医
療
機

器
の
高
機
能
化
に
伴
い
、
構
成

部
品
に
さ
ら
な
る
小
型
化
と
薄

型
化
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
製

写真前列左から、内海功朗、奥山大輔、折井庸亮、後列左から、濱宏隆、吉川徹、加藤豪、河野健太

01 独自の設計思想と超低ノイズ、超高利得光増幅器の実現

02 後工程・環境負荷の削減により大幅なコスト削減に貢献

　

そ
ん
な
高
性
能
レ
ー
ザ
ー
の

長
期
安
定
運
用
は
こ
れ
ま
で
不

可
能
と
さ
れ
て
い
た
が
、
世
界

で
初
め
て
高
出
力
・
短
波
長
・

短
パ
ル
ス
の
レ
ー
ザ
ー
技
術
を
開

発
し
た
の
が
、大
阪
の
ベン
チ
ャ
ー

企
業
ス
ペ
ク
ト
ロニ
ク
ス
で
あ
る
。

　

同
社
が
開
発
し
た「
ピ
コ
秒

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
レ
ー
ザ
ー
技
術
」

は
、
半
導
体
レ
ー
ザ
ー
か
ら
ピ

コ
秒
パ
ル
ス
を
発
生
さ
せ
る
Ｌ

Ｄ

−Ｇ
Ｓ
方
式
※
を
採
用
す
る

が
、
極
低
出
力
な
た
め
加
工

は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
同
社
は
、

「
半
導
体
+
フ
ァ
イ
バ
増
幅
+

固
体
レ
ー
ザ
ー
」
技
術
を
融
合

さ
せ
て
超
低
ノ
イ
ズ
で
1
億
倍

の
光
増
幅
を
図
っ
た
。
結
果
、

20
W
級
の
出
力
が
可
能
な
ピ
コ

秒
パ
ル
ス
レ
ー
ザ
ー
発
振
器
が
完

成
。そ
の
後
も
機
能
を
強
化
し
、

２
０
１
９
年
８
月
に
は
、
深
紫

外
線（
２
６
６
nm
）ピ
コ
秒
レ
ー

ザ
ー
の
平
均
出
力
が
世
界
最
高

の
50
W
を
記
録
し
た
。
先
端
機

能
材
料
の
機
能
を
損
ね
る
こ
と

な
く
、
超
微
細
加
工
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
技
術
は
電
子
部
品
業
界

に
採
用
さ
れ
、
従
来
方
式
よ
り

加
工
速
度
が
3
〜
25
倍
に
向

上
。
従
来
は
加
工
が
困
難
だ
っ

た
ガ
ラ
ス
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
高
品

位
加
工
も
実
現
。こ
れ
ま
で
レ
ー

ザ
ー
加
工
時
の
材
料
劣
化
が
課

題
だ
っ
た
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

へ
の
適
用
に
貢
献
す
る
な
ど
、

成
果
は
大
き
い
。

素
材
加
工
時
の
高
熱
で

機
能
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う

半
導
体
レ
ー
ザ
ー
と

光
増
幅
を
融
合
さ
せ
る

受賞メッセージ

この技術はこれからのものづくりの価値を支
える技術として、開発を進めてまいりました。
この度、栄誉ある賞をいただき大変光栄に思
います。今後も本技術の性能を向上していく
とともに、素材を活かす新たなレーザ光源の
開発に取り組んでまいります。

審査員の視点

国内随一の非加熱レーザー加工であ
り、世界的な技術革新である。本件の
成果によって生み出される高付加価値
製品イノベーションの将来を確信した。

イノベーションを生む
世界的な技術革新

会 社 概 要

商　 号：	スペクトロニクス株式会社
設　 立：	2004年4月21日
従業員数：	40名
事業内容：	レーザー光学応用機器の開発・製

造・販売、レーザー応用事業及び
代理店業務、レーザー光学応用機
器の受託開発・設計

お 問 い 合 わ せ 先

スペクトロニクス株式会社
大阪府吹田市垂水町3-28-15
TEL:06-6155-6511 
E-mail:info@spectronix.co.jp
営業Gr． 松浦 正広
https://www.spectronix.co.jp/

受 賞 理 由

先端機能材料の機能を損ねることなく
超微細に高品位な非熱的加工を可能に

世界初の深紫外ピコ秒レーザー

受
賞
件
名

素
材
機
能
の
維
持
と
高
品
位
微
細
加
工
を
両
立
す
る

ピ
コ
秒
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
レ
ー
ザ
ー
技
術
の
開
発

受

賞

者

ス
ペ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
株
式
会
社

折
井 

庸
亮

リ
ー
ダ
ー

奥
山 

大
輔
／
河
野 

健
太
／
吉
川 

徹
／

内
海 

功
朗
／
濱 

宏
隆
／
加
藤 

豪

■深紫外ピコ秒レーザー発振器■CFRP（炭素繊維強化プラスチック）の切断図

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製品・技術開発部門

経
済
産
業
大
臣
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

ス
ペ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
株
式
会
社

高出力・高信頼性ナノ秒パルスレーザー

熱影響が大きい（熱加工）

ピコ秒パルスレーザー

熱影響が小さい（非熱的加工）

産業用8W＠266nm
ピコ秒レーザー発振器

●ガラス（透明材料）
●機能性樹脂／フィルム
●GFRP／CFRP（複合材料）の超高品質・微細加工用商品

熱による
剥がれ

※LD−GS方式：Laser Diode Gain Switching方式＝特殊な駆動条件で半導体レーザーを駆動することにより、時間幅がピコ秒の光パルスを安定に発生させる技術

42経済産業大臣賞  製品・技術開発部門43 第8回 ものづくり日本大賞



「
セ
グ
メ
ン
ト
」で
内
部
を
固
定

し
な
が
ら
、
掘
削
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。 

　

し
か
し
、
シ
ー
ル
ド
機
の
内
部

で
組
み
立
て
ら
れ
る
セ
グ
メ
ン
ト

の
外
径
は
シ
ー
ル
ド
機
の
外
径
よ

り
も
小
さ
く
な
る
た
め
、
掘
進

す
る
シ
ー
ル
ド
機
と
セ
グ
メ
ン
ト

の
間
に
は「
テ
ー
ル
ボ
イ
ド（
尻
尾

の
隙
間
）」と
呼
ば
れ
る
外
径
差

分
の
隙
間
が
生
ま
れ
る
。
そ
こ

に
土
砂
や
地
下
水
が
流
れ
込
ん

で
、
地
盤
沈
下
の
要
因
に
な
って

い
る
。 

　

こ
の
沈
下
対
策
と
し
て
、
従

来
は
人
力
に
よ
っ
て
セ
メ
ン
ト
な

ど
を
入
れ
た
モ
ル
タ
ル
を
テ
ー
ル

ボ
イ
ド
に
注
入
充
填
す
る「
裏

込
め
」
作
業
が
坑
内
か
ら
行
わ

　

地
中
で
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
進

め
る「
シ
ー
ル
ド
工
法
」は
、
鉄

道
や
都
市
部
の
地
下
鉄
、
下
水

道
と
いっ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
構

築
に
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

ト
ン
ネ
ル
技
術
だ
。
こ
の
シ
ー
ル

ド
工
事
に
よ
る
掘
削
で
で
き
た

空
洞
の
地
盤
沈
下
を
防
ぐ
に
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鋼
製
の
ブ
ロ
ッ

ク
を
リ
ン
グ
状
に
組
み
立
て
た

写真前列左から、益岡康治、瀧川信二、加納洋一、後列左から、大島一仁、大下俊明、山本路夫、河内務

01 同時裏込め装置を国内で初めて開発し地盤沈下抑制を実現

02 極めてニッチな部分を追求した中小企業ならではの技術

れ
て
い
た
が
、
注
入
開
始
前
に

隙
間
が
土
砂
と
地
下
水
で
崩

壊
し
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
、

ま
た
、
作
業
に
は
危
険
が
伴
っ

た
。
こ
う
し
た
シ
ー
ル
ド
工
事

の
課
題
解
決
の
た
め
に
、
タ
ッ
ク

が
１
９
８
２
年
に
国
内
で
初
め

て
実
用
化
し
た
の
が
、「
同
時
裏

込
め
注
入
装
置
」で
あ
る
。 

　

こ
れ
は
シ
ー
ル
ド
機
の
テ
ー
ル

外
周
に
裏
込
め
注
入
材
の
注
入

管
を
取
り
付
け
、
掘
進
に
よ
る

テ
ー
ル
ボ
イ
ド
発
生
と
同
時
に

直
接
注
入
を
自
動
で
行
う
装
置

で
、
従
来
の
方
法
に
比
べ
て
地
盤

沈
下
を
10
分
の
１
以
下
に
抑
制
。

人
力
が
不
要
と
な
る
た
め
、
熟

練
工
不
足
を
補
い
、
安
全
性
の

向
上
に
も
大
き
く
貢
献
。 

　

同
社
で
は
40
年
に
わ
た
って
こ

の
装
置
の
改
良
を
重
ね
、
第
3

世
代
装
置
以
降
は
国
内
シ
ェ
ア

１
０
０
％
を
達
成
。
現
在
の
第

4
世
代
装
置
で
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

性
も
大
き
く
向
上
。
装
置
販
売

だ
け
で
な
く
、
施
工
シ
ス
テ
ム
と

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
支
援
を
一
体
提
供

す
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
。 

　

国
内
で
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
シ
ー
ル
ド
工
事
区
間
、
海
外
で

は
イ
ン
ド
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
地

下
鉄
工
事
に
採
用
さ
れ
る
な
ど
、

世
界
を
舞
台
に
し
て
実
績
を
着

実
に
伸
ば
し
続
け
て
い
る
。 

シ
ー
ル
ド
工
事
の
課
題
を 

〝
同
時
裏
込
め
〟で
解
決 

国
内
シ
ェ
ア
は
１
０
０
％ 

海
外
で
の
採
用
実
績
も
加
速

受賞メッセージ

タックの経営理念は、全社員の物心両面の幸
福とシールド工事の地盤沈下ゼロの追求で
す。まさしく経営理念を具現化している本装
置に栄誉ある大賞を頂き、大変光栄に存じま
す。今後も私たちは熱い心とチームワークで、
ありがとうと言ってもらえる好感度№１の技
術者集団を目指します。

審査員の視点

シールド工法の進化に対応して、裏込
め専業企業として独自に注入装置を開
発・実用化。ニッチな部分を追求する
革新的な技術力は世界トップレベル。

裏込め専業としての 
独自性と革新性 

お 問 い 合 わ せ 先

株式会社タック 
岡山県備前市吉永町南方1073 
TEL:0869-84-2069 
FAX:0869-84-3288 
E-mail:info@tac-co.com 
代表取締役社長　瀧川 信二 
http://www.tac-co.com 

受 賞 理 由

テールボイド発生と同時に注入を行い 
地盤沈下を従来の1/10に抑制し 

シールド工事の安全性を向上

受
賞
件
名

シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
お
い
て
周
辺
地
盤
の

沈
下
抑
制
を
実
現
す
る
同
時
裏
込
め
注
入
装
置
の
開
発

受

賞

者

株
式
会
社
タ
ッ
ク 

瀧
川 

信
二

リ
ー
ダ
ー

加
納 

洋
一 

／
益
岡 

康
治 

／
大
下 

俊
明 

／

山
本 

路
夫 

／
河
内 

務 

／
大
島 

一
仁 

会 社 概 要

商　 号：	株式会社タック
設　 立：	1957年
従業員数：	58名
事業内容：	シールドトンネル工事における裏込

め・添 加 剤 注 入 設 備の開 発・販
売・リースをはじめ、シールド機に装
備される同時裏込め注入装置の開
発及び販売

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製品・技術開発部門

経
済
産
業
大
臣
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

株
式
会
社
タ
ッ
ク 

44経済産業大臣賞  製品・技術開発部門45 第8回 ものづくり日本大賞



接
焼
け
取
り
技
術
と
、耐
食
性

向
上
技
術
の
研
究
開
発
を
続

け
て
き
た
。

　

酸
洗
法
に
代
わ
る
焼
け
取
り

法
を
開
発
す
る
た
め
に
、
注
目

し
た
の
が
電
気
分
解
だ
。
食
塩

水
の
よ
う
な
中
性
の
水
溶
液
を

電
解
液
に
使
い
、
電
気
分
解
の

陽
極
反
応（
陽
極
溶
解
と
陽
極

酸
化
）を
利
用
し
て
焼
け
を
取
る

「
中
性
塩
電
解
焼
け
取
り
法
」

と
い
う
技
術
を
開
発
し
た
。

　

こ
の
方
法
で
は
、
陽
極
に
で

き
る
酸
で
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
表
面

を
溶
か
し
て
焼
け
を
取
って
い
く

が
、
水
の
電
気
分
解
で
発
生
し

た
酸
化
力
の
強
い
酸
素
は
金
属

の
地
肌
を
酸
化
し
、
不
動
態
皮

膜
も
再
生
す
る
た
め
、
ス
テ
ン
レ

　

か
つ
て
ス
テ
ン
レ
ス
の
酸
洗
作

業（
焼
け
取
り
）で
唯
一
使
わ
れ

て
い
た
毒
劇
物
「
硝
フ
ッ
酸
」
を

追
放
し
、
働
く
人
の
安
全
を

守
り
た
い
と
い
う
、
創
業
者
の

強
い
思
い
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

ケ
ミ
カ
ル
山
本
。

　

以
来
、溶
接
現
場
か
ら
の
毒

劇
物
の
追
放
を
目
標
に
掲
げ
、

40
年
近
く
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
溶

写真左から常吉紀久士、山本弘幸、中井誠、大下功

01 中性塩電解焼け取り法で毒劇物を一掃、溶接現場を大きく改善

02 既存プラント等の長寿命化や高品質仕上げを実現、普及に期待　

ス
鋼
の
焼
け
の
除
去
だ
け
で
な

く
、
表
面
の
耐
食
性
を
高
め
る

こ
と
も
で
き
る
。

　

中
性
塩
電
解
焼
け
取
り
法

は
開
発
後
も
改
良
が
続
け
ら

れ
、
電
解
液
に
フ
ッ
素
や
ホ
ウ

素
の
化
合
物
を
配
合
す
る
こ
と

で
、
焼
け
取
り
後
の
耐
食
性

が
著
し
く
向
上
す
る
こ
と
も
判

明
。
技
術
を「
中
性
塩
電
解
表

面
改
質
法
」へ
と
進
化
さ
せ
た
こ

と
で
、
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
０
４
と
い
う
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
の
耐
食
性
が
、
合

金
組
成
を
変
え
る
こ
と
な
く
上

位
鋼
種
で
あ
る
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
１
６

並
み
に
向
上
し
た
。

　

さ
ら
に
同
社
で
は
、
サ
ン
ダ
ー

な
ど
で
研
磨
し
た
後
に
電
解
法

に
よ
る
表
面
処
理
と
不
動
態
皮

膜
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
焼
け

取
り
で
き
る
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
厚

さ
を
、
そ
れ
ま
で
の
３㎜
か
ら

10
㎜
以
上
に
拡
大
す
る
こ
と
に

も
成
功
。
こ
れ
に
よ
っ
て
硝
フ
ッ

酸
の
使
用
量
を
さ
ら
に
減
ら
す

と
同
時
に
、
水
門
な
ど
の
大
型

構
造
物
や
配
管
へ
の
適
用
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
溶
接
現
場

作
業
員
を
、
毒
劇
物
に
さ
ら
さ

れ
る
リ
ス
ク
か
ら
守
っ
て
き
た
こ

の
技
術
を
、「
今
後
は
海
外
に
も

普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
」と
、
創

業
者
の
思
い
を
引
き
継
ぐ
山
本

弘
幸
副
社
長
は
意
気
込
む
。

酸
洗
法
に
代
わ
る
方
法

そ
れ
が
電
気
分
解
だ
っ
た

さ
ら
な
る
改
良
を
加
え
て

耐
食
性
の
向
上
を
実
現

受賞メッセージ

この栄えある受賞は、ものづくりに日々真剣
に向き合ってきたケミカル山本全社員の喜び
です。光栄であると共に、身が引き締まる思い
です。社長のものづくりの基本「世の中が求め
る難しい課題に挑戦し、アイデアを出して商
品化する」を大切にし、これからも社会に貢献
し続ける所存です。

審査員の視点

中性塩電解焼け取り法という技術を
基盤にして、溶接の現場を大きく改善
した。検査技術としても独自性が高く、
簡単に現場で使用できる点も秀逸。

現場の安全性向上に
寄与する独自技術

会 社 概 要

商　 号：	株式会社ケミカル山本
設　 立：	1982年6月
従業員数：	56名
事業内容：	ステンレス鋼の溶接焼け・さび取り

と表面改質用電解研磨資材、ステ
ンレス鋼の非 破 壊 的 材 料 判 別 並
びに不動態化度測定用各種チェッ
カーの製造、販売

お 問 い 合 わ せ 先

株式会社ケミカル山本
広島県廿日市市宮内工業団地1-10
TEL:0829-30-0820 
FAX:0829-20-2253
E-mail:yamamotohy@chemical-y.co.jp
取締役副社長　山本 弘幸
http://www.chemical-y.co.jp

受 賞 理 由

溶接現場から毒劇物を追放し
ステンレス鋼表面の耐食性も向上させる

溶接焼け除去および表面改質技術

受
賞
件
名

受

賞

者

山
本 

弘
幸

リ
ー
ダ
ー

中
井 

誠
／
常
吉 

紀
久
士
／
大
下 

功

現
場
か
ら
毒
劇
物
と
有
害
物
質
を
追
放
！

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
表
面
仕
上
げ
技
術
／

耐
食
性
向
上
技
術
の
開
発

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製品・技術開発部門

経
済
産
業
大
臣
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

株
式
会
社
ケ
ミ
カ
ル
山
本

■電解法による溶接焼け取りの様子

■10㎜厚板のサンダー処理・電解処理による変化

■電解法による溶接焼け取りの模式図

■電解処理によるステンレス鋼表面の変化

孔食試験は、腐食液に常温で15時間浸漬

陽極端子

電解液

電源器

電極

サンダー処理後無処理

（ギラつき）

電解処理（溶接のまま）

サンダー処理後

株
式
会
社
ケ
ミ
カ
ル
山
本
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備
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

胎
児
の
状
態
を
知
る
に
は
病

院
に
置
か
れ
た
胎
児
モ
ニ
タ
ー

で
の
計
測
が
必
要
だ
が
、
こ
の

装
置
に
携
帯
性
を
持
た
せ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
妊
婦
が
自
宅

や
勤
務
先
で
計
測
し
て
医
師
に

デ
ー
タ
を
送
信
す
る
こ
と
で
、

遠
隔
医
療
装
置
と
し
て
活
用
で

き
る
。

　

そ
ん
な
Io
T
型
胎
児
モ
ニ

タ
ー
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
の

が
、
メ
ロ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
だ
。
同
社
の
尾
形
優
子
代

表
は
、
日
本
初
の
産
婦
人
科
電

子
カ
ル
テ
を
事
業
化
し
た
実
績

　

35
歳
以
上
の
高
齢
出
産
は

年
々
増
加
し
、
全
体
の
30
％
に

達
し
た
。
高
齢
出
産
で
は
高
頻

度
の
通
院
が
必
要
と
な
る
が
、

働
く
妊
婦
の
増
加
に
よ
り
通
院

で
き
る
時
間
も
限
ら
れ
て
い
る
。

離
島
や
山
間
部
な
ど
出
産
施
設

が
な
い
地
域
で
は
、
通
院
に
船

や
車
で
数
時
間
か
か
る
こ
と
も

多
く
、
出
産
に
関
す
る
環
境
整

写真左から、竹内康人、原量宏、二ノ宮敬治、尾形優子、國方隆良、河野弘就、杉村拓也

01 世界初、時と場所を選ばずに計測可能な分娩監視装置を実現

02 据置型モニターの機能をそのままにデータ送信機能を実装

を
持
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
香
川

大
学
の
原
量
宏
教
授
が
技
術
協

力
し
た
。
原
教
授
は
70
年
代
に
、

据
置
型
胎
児
モ
ニ
タ
ー
を
世
界

に
先
駆
け
て
開
発
し
た
中
心
人

物
だ
。

　

小
型
化
に
お
い
て
は
、
極
め

て
高
度
な
信
号
処
理
の
実
現

や
、
低
周
波
域
で
の
小
型
化
が

困
難
な
ス
ピ
ー
カ
ー
の
問
題
な

ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い
た
。

そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、
従

来
は
ア
ナ
ロ
グ
処
理
さ
れ
て
い
た

部
分
の
大
幅
な
デ
ジ
タ
ル
化
を

実
現
。
信
号
周
波
数
を
倍
加

さ
せ
る
技
術
で
ス
ピ
ー
カ
ー
を

小
型
化
さ
せ
る
な
ど
、
次
々
と

課
題
を
克
服
し
て
いっ
た
。

　

そ
の
結
果
、
据
置
型
と
同
等

の
性
能
を
保
持
し
つ
つ
、
小
型

化
に
加
え
て
モ
バ
イ
ル
化
と
無

線
化
に
も
対
応
し
た
デ
ー
タ
送

信
機
能
の
実
装
に
も
成
功
。
こ

う
し
て
、
母
体
の
陣
痛
計
と
胎

児
の
心
拍
計
、
さ
ら
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
P
C
に
専
用
ア
プ
リ
を
搭

載
し
た
、
世
界
に
類
を
見
な
い

高
性
能
な
Io
T
型
胎
児
モ
ニ

タ
ー
が
完
成
し
た
。

　

現
在
、
国
内
の
8
病
院
で

11
台
、
海
外
は
タ
イ
や
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ザ
ン
ビ
ア
、

ラ
オ
ス
な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い

る
。
日
本
一
低
い
周
産
期
死
亡

率（
２
０
１
５
年
統
計
）を
誇
る

香
川
県
発
の
技
術
が
、
今
後

は
世
界
の
出
産
事
情
改
善
に
大

い
に
貢
献
し
て
い
く
は
ず
だ
。

通
院
困
難
な
妊
婦
た
ち
の

出
産
事
情
を
改
善
し
た
い

技
術
的
課
題
を
克
服
し
て

小
型
化
と
無
線
化
を
実
現

受賞メッセージ

胎児モニタリングの技術は日本発世界標準で
す。そして、胎児の死亡率が世界一低い香川県
から、香川大学発のシーズ技術で、世界中の
胎児とお母さんの命を救う製品が出来上がり
ました。この受賞を励みに、新たな「日本発世
界」を目指して行きたいと思います。

審査員の視点

女性の視点を生かしたコンセプトで、技
術に優れた医療機器。地方都市に拠点
を置き、世界展開を見据えた開発事業
としての価値も大きい。

女性の視点が生かされた
優れた医療機器

会 社 概 要

商　 号：	メロディ・インターナショナル株式会社
設　 立：	2015年7月
従業員数：7名
事業内容：	モバイル医療機器の開発とプラット

フォーム提供サービス

お 問 い 合 わ せ 先

メロディ・インターナショナル株式会社
香川県高松市林町2217-44 ネクスト香川304
TEL:087-813-7362
E-mail:support@melody.international 
代表取締役 CEO　尾形 優子
https://melody.international/

受 賞 理 由

医療+ITで世界に類を見ない小型化を実現
世界で安全な出産に貢献する

ウェアラブル胎児モニター

受
賞
件
名

世
界
中
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
を
見
守
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
I
o
T
型
胎
児
モ
ニ
タ
ー
の
開
発

受

賞

者

メ
ロ
デ
ィ・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社

尾
形 

優
子

リ
ー
ダ
ー

双方の機器を装着した様子。ハンディサイズなので
携帯性は抜群だ本装置で計測したデータは遠隔地の診療所から中核病院へのデータ連携もスムーズだ

左は胎児心拍計、右が母体陣痛計。医療機器には珍
しいハート型のデザインだ。数値はタブレットPCの
専用アプリに表示される

経
済
産
業
大
臣
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

メ
ロ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製品・技術開発部門

二
ノ
宮 

敬
治
／
河
野 

弘
就
／
國
方 

隆
良
／

杉
村 

拓
也
／
原 

量
宏（
※
1
）
／
竹
内 

康
人（
※
1
）

※
１ 

香
川
大
学
瀬
戸
内
圏
研
究
セ
ン
タ
ー

■中核病院を中心とした広域プラットフォームのイメージ

48経済産業大臣賞  製品・技術開発部門49 第8回 ものづくり日本大賞



へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
」

（
金
塚
紀
之
社
長
）
と
い
う
。

　

合
繊
メ
ー
カ
ー
と
共
同
開
発

し
、
国
際
水
泳
連
盟
の
認
定
を

受
け
た
競
泳
水
着
に
使
用
し
た

技
術
で
も
、
絹
の
前
処
理
で
行

う
精
錬
漂
白
加
工
の
高
圧
精
錬

法
を
応
用
。
供
給
さ
れ
る
生
地

を
目
的
の
伸
張
回
復
率
に
調
整

し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
ナ
イ
ロ
ン
織
物

に
収
縮
加
工
し
、
こ
れ
に
撥
水

性
・
伸
張
回
復
性
・
発
色
性
の

３
大
要
素
を
付
加
し
た
。

　　

そ
も
そ
も 

２
０
１
０
年
の
規

定
変
更
で
水
着
生
地
は
繊
維
を

　

五
泉
市
は
全
国
三
大
白
生
地

産
地
で
、
天
明
年
間
か
ら
五
泉

平
が
織
ら
れ
る
な
ど
二
百
余
年

の
歴
史
を
持
つ
絹
織
物
の
里
。

　

新
潟
染
工
は
絹
織
物
で
培
っ

た
技
術
で
染
色
整
理
業
を
展

開
。
染
工
所
の
役
割
は「
今
や

色
つ
け
だ
け
で
な
く
、
撥
水
や

抗
菌
、
防
臭
、
消
臭
等
の
付

加
価
値
加
工
に
よ
る
高
機
能
化

写真前列左から、金塚紀之、横濱高浩、後列左から、皆川哲、斉藤進一、枠内は、伊東克仁

01 繊維1本1本に加工を施し、撥水性を付与する世界唯一の技法

02 伝統技術の精錬漂白技術を応用し、優れた伸張回復性を実現

織
る
・
編
む
・
紡
ぐ
素
材
限
定

で
、
ラ
バ
ー
等
の
フ
ィ
ル
ム
素
材

は
公
式
使
用
禁
止
に
な
っ
た
。

　

新
基
準
に
対
応
し
た
加
工
生

地
は
、
２
０
１
２
年
ロ
ン
ド
ン
五

輪
や
２
０
１
６
年
リ
オ
五
輪
で
の

日
本
代
表
選
手
団
の
メ
ダ
ル
獲

得
に
貢
献
。
そ
の
カ
ギ
と
な
っ

た
の
が
優
れ
た
撥
水
性
と
伸
張

回
復
性
。
と
い
う
の
も
、
水
着

は
水
を
含
む
と
重
く
な
り
抵
抗

が
増
す
た
め
撥
水
性
が
不
可
欠

で
、
伸
張
回
復
率
の
高
い
生
地

で
の
フ
ィ
ッ
ト
＆
ホ
ー
ル
ド
感
は

進
行
方
向
へ
の
水
の
抵
抗
を
減

ら
す
フ
ラ
ッ
ト
ス
イ
ム
姿
勢
の
保

持
に
も
効
果
的
な
た
め
だ
。

　

同
社
で
は
弾
性
糸
の
ポ
リ
ウ

レ
タ
ン
が
40
％
以
上
織
り
込
ま

れ
た
生
地
の
送
り
速
度
、
液
温

度
、
浴
比
を
調
整
し
た
高
圧
精

錬
法
に
よ
り
従
来
比
35
％
ア
ッ

プ
の
伸
張
回
復
性
と
シ
ワ
の
な

さ
を
実
現
。
と
同
時
に
、
東
レ

と
共
同
特
許
取
得
の
特
殊
加
工

で
繊
維
１
本
１
本
に
撥
水
剤
を

浸
透
さ
せ
、
ス
ト
レッ
チ
織
物
生

地
に
お
い
て
も
撥
水
性
と
ム
ラ
の

な
い
染
色
を
保
持
。
さ
ら
に
、

塩
素
で
退
色
し
や
す
い
プ
ー
ル
で

も
使
用
に
耐
え
る
発
色
で
、
黒

一
色
の
競
技
水
着
界
に
新
風
を

も
た
ら
し
た
。

　

水
着
１
着
に
は
数
種
類
の
生

地
が
色
別
に
組
み
合
わ
さ
れ
、

視
覚
的
に
も
よ
く
映
え
る
。
い

よ
い
よ
２
０
２
０
年
、
大
い
に
注

目
し
た
い
先
端
ギ
ア
の一つ
だ
。

絹
織
物
で
培
っ
た

加
工
技
術
を
水
着
に
応
用

撥
水
性
と
伸
張
回
復
性
で

水
の
抵
抗
を
低
減

発
色
で
見
栄
え
も
演
出

受賞メッセージ

今までの競泳水着から方向転換し、新たに織
物素材で水着を作るという要望により、伸長
回復性、撥水・保水性と最適な生地に染色、
仕上加工することが必要で、選手の活躍を楽
しみに加工技術開発を続けてきました。今回
の受賞にあたり、開発にご協力頂いた社内外
の方々に感謝申し上げます。

審査員の視点

50年前の機械を改造し、日々温度で薬
品配合を変える等の繊細な管理は匠の
技。いずれは完全フッ素フリー加工を目
指し環境負荷低減も進めている。

加工ラインの繊細な
管理に匠の技あり！

会 社 概 要

商　 号：	新潟染工株式会社
設　 立：	1984年6月
従業員数：	140名
事業内容：	織物・編み物生地の染色整理加

及びプリント加工

お 問 い 合 わ せ 先

新潟染工株式会社
新潟県五泉市木越1600番地
TEL:0250-42-5101
FAX:0250-43-3848
E-mail:kaneduka@niigatasenko.co.jp
代表取締役社長　金塚 紀之
http://www.niigatasenko.co.jp/

受 賞 理 由

伝統の絹織物の加工技術を応用
ストレッチナイロン織物の競技用水着で

理想の「フラットスイム」に貢献

受
賞
件
名

水
泳
日
本
代
表
水
着
に

採
用
さ
れ
た
撥
水
加
工
技
術

受

賞

者

新
潟
染
工
株
式
会
社

金
塚 

紀
之

リ
ー
ダ
ー

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
伝統技術の応用部門

経
済
産
業
大
臣
賞

伝
統
技
術
の
応
用
部
門

新
潟
染
工
株
式
会
社

伊
東 

克
仁
／
横
濱 

高
浩
／
斉
藤 

進
一
／

皆
川 

哲

国内４大水着ブランド（ミズノ、アシックス、デサント、ゴールドウィン）採用の加工生地を使った競技用水着

ストレッチ生地が引っ張られた状態でも撥
水性を保持する

繊維1本1本に撥水性があり、水滴が球状になる。接触角
が広い鈍角ほど撥水性が高く、鋭角だと濡れ状態に

水面に対し体が水平な泳ぎ「フラットスイム」姿勢
を保つと、抵抗が最小化できる

50経済産業大臣賞  伝統技術の応用部門51 第8回 ものづくり日本大賞



結
果
、
醤
油
製
造
の
副
産
物

で
あ
る
醤
油
粕
中
に
発
見
さ
れ

た「
天
然
ヒ
ト
型
セ
ラ
ミ
ド
」は

麴
菌
が
生
産
し
て
い
た
こ
と
を

見
い
だ
し
た
。

　
セ
ラ
ミ
ド
と
は
人
間
の
表
皮
の

角
質
層
を
形
成
す
る
細
胞
膜
に

含
ま
れ
る
脂
質
の一種
で
、
皮
膚

の
保
湿
機
能
や
バ
リ
ア
機
能
を
果

た
す
。
し
か
し
、
加
齢
と
と
も

に
減
少
す
る
た
め
、
高
級
美
容

成
分
と
し
て
人
気
が
あ
る
。

　

同
組
合
で
は
、「
セ
ラ
ミ
ド
製

造
技
術
の
高
度
化
」「
抽
出
プ
ロ

セ
ス
の
構
築
」「
素
材
化
技
術
の

開
発
」「
安
全
性
・
機
能
性
の
評

価
」
と
い
う
、
4
つ
の
コ
ア
技
術

の
高
度
化
を
進
め
て
いっ
た
。
そ

の
結
果
、
醤
油
粕
の
５
倍
の
天

　

日
本
人
の
食
卓
に
欠
か
せ
な

い
醤
油
だ
が
、
そ
の
出
荷
数
は

こ
の
40
年
間
で
33
%
も
減
少
し

て
い
る
。

　

全
国
最
多
の
93
社
と
い
う
組

合
員
を
擁
す
る
福
岡
県
醤
油
醸

造
協
同
組
合
は
、
業
界
浮
揚
に

向
け
株
式
会
社
篠
崎
と
共
同
で

新
製
品
の
開
発
を
開
始
し
た
。

　

10
年
に
わ
た
る
研
究
開
発
の

写真左から、脇山元気、植木達朗、野田義治、森實剛史、篠崎博之、岡部國友

01 麴菌・醤油粕から天然ヒト型セラミド精製に成功

02 疲労感軽減効果と経皮水分蒸散抑制を活かし製品化を実現

然
ヒ
ト
型
セ
ラ
ミ
ド
を
蓄
積
す

る
麹
菌
体
を
調
整
し
、
低
コ
ス

ト
で
天
然
ヒ
ト
型
セ
ラ
ミ
ド
を
発

酵
生
産
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
に

成
功
し
た
。

　

醤
油
粕
と
麴
菌
の
天
然
ヒ
ト

型
セ
ラ
ミ
ド
は
、
セ
ラ
ミ
ド
含
有

量
が
90
％
以
上
と
高
く
、
ヒ
ト

の
皮
膚
に
存
在
す
る
セ
ラ
ミ
ド

と
同
じ
分
子
種
だ
。
経
皮
水
分

蒸
散
抑
制
と
疲
労
感
の
軽
減
な

ど
、
極
め
て
高
い
機
能
性
が
あ

る
こ
と
も
実
証
し
た
。

　
こ
う
し
た
高
い
機
能
は
食
品
や

化
粧
品
な
ど
、
様
々
な
商
品
への

展
開
が
見
込
め
る
。
福
岡
県
醤

油
醸
造
協
合
組
合
で
は
ヒ
ト
型

セ
ラ
ミ
ド
配
合
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
、

共
同
開
発
者
で
福
岡
県
の
酒
造

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
篠
崎
は
ヒ
ト
型

セ
ラ
ミ
ド
を
配
合
し
た
甘
酒
を

そ
れ
ぞ
れ
発
売
す
る
予
定
だ
。

　

同
組
合
工
場
で
発
生
す
る
醤

油
粕
は
年
間
約
１
０
０
０
ｔ
に
も

上
る
。
現
在
、
ヒ
ト
型
セ
ラ
ミ

ド
を
高
生
産
す
る
麴
菌
の
開
発

に
も
着
手
し
て
い
る
。

　

こ
の
ヒ
ト
型
セ
ラ
ミ
ド
を「
博

多
天
然
ヒ
ト
型
セ
ラ
ミ
ド
」
と

し
、
組
合
員
企
業
へ
の
普
及
も

図
る
予
定
と
い
う
か
ら
、
そ
の

イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
は
計
り
知

れ
な
い
。
さ
ら
な
る
商
品
化
で
、

地
域
活
性
化
や
醤
油
業
界
浮
揚

が
期
待
さ
れ
る
。

業
界
浮
揚
の
ヒ
ン
ト
は

意
外
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

セ
ラ
ミ
ド
配
合
の

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
甘
酒
を
販
売

受賞メッセージ

栄えある賞を賜り光栄に存じます。醸造に携
わる者として、古来より利用されてきた“麴菌”
が現代のものづくりの手助けとなったことを
感慨深く感じます。本件は株式会社ジェヌイ
ンR&D社と京都大学の皆様の協力をいただ
いたことにより達成できました。各位に心よ
り感謝申し上げます。

審査員の視点

醤油粕の麹菌に着目して高機能のセラ
ミドを発見したのは革新的。他県への
展開も計画中とのこと、エビデンスを
充実させて知財戦略も図ってほしい。

麹菌発酵という
着眼点が革新的

お 問 い 合 わ せ 先

福岡県醤油醸造協同組合 
福岡県筑紫野市大字牛島65
TEL:092-922-3831　FAX:092-928-3501
http://www.fsjk.or.jp

株式会社篠崎 
福岡県朝倉市比良松185
TEL:0946-52-0005　FAX:0946-52-2165
E-mail：info@shinozaki-shochu.co.jp
http//www.shinozaki-shochu.co.jp

受 賞 理 由

日本の伝統的発酵食品に利用されてきた「麴菌」が
高級美容成分を造っていた 

「博多天然ヒト型セラミド」配合食品を開発

受
賞
件
名

世
界
初
!! 

日
本
古
来
の
醸
造
技
術
か
ら
生
ま
れ
た

高
純
度
ヒ
ト
型
セ
ラ
ミ
ド
の
開
発
及
び
そ
の
実
用
化

受

賞

者

福
岡
県
醤
油
醸
造
協
同
組
合

会 社 概 要

商　 号：	福岡県醤油醸造協同組合
設　 立：	1966年４月
従業員数：	43名
事業内容：	福岡県の醤油業者の協同生産工場、

生揚(きあげ)醤油の生産が主な事業

商　 号：	株式会社篠崎
設　 立：	江戸時代後期清酒製造業創業
　　　　  1992年10月 株式会社篠崎改組
従業員数：	63名
事業内容：	酒 類 食 品 製 造 業（ 清 酒、焼 酎、リ

キュール、あまざけ）

※
1  

株
式
会
社
篠
崎

植
木 

達
朗

リ
ー
ダ
ー

■その高い機能性を活用した
商品化が期待される 
ヒト型セラミド

■天然ヒト型セラミド開発の４つのコア技術

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
伝統技術の応用部門

経
済
産
業
大
臣
賞

伝
統
技
術
の
応
用
部
門

福
岡
県
醤
油
醸
造
協
同
組
合

野
田 

義
治
／
脇
山 

元
気
／
岡
部 

國
友
（
※
1
）

／

篠
崎 

博
之
（
※
1
）

／
森
實 

剛
史
（
※
1
）

52経済産業大臣賞  伝統技術の応用部門53 第8回 ものづくり日本大賞



地
震
な
ど
の
シ
ミュレ
ー
シ
ョン
を

し
た
り
、
写
真
の
自
動
処
理
に

よ
る
３
Ｄ
モ
デ
ル
の
作
成
な
ど
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
要
望
に

応
じ
て
、
様
々
な
デ
ー
タ
と
連
携

す
る
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
開
発
が
可
能

な
機
能
拡
張
性
が
持
ち
味
だ
。

　

多
様
な
３
D
モ
デ
ル
素
材
を

Ｗｅ
ｂ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
提
供
し

て
い
る
た
め
、
道
路
や
鉄
道
の

線
型
な
ど
高
精
度
な
デ
ー
タ
作

成
が
容
易
で
、
景
観
や
日
照
、

天
候
、
交
通
量
と
い
っ
た
高
度

な
リ
ア
ル
タ
イ
ム
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ

ン
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　

東
北
大
学
未
来
科
学
技
術

　
パッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
開
発
技
術

を
基
盤
と
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
エ
イ

ト
は
、
土
木
・
建
築
設
計
を
支

援
す
る
独
創
的
な
汎
用
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
主
に
提
供
し
て
い
る
。

「
Ｕ
Ｃ

－ｗ
ｉｎ
／
Ｒｏａ
ｄ
」は
３
Ｄ

Ｖ
Ｒ
空
間
内
で
の
多
用
な
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョン
機
能
を
搭
載
し
た
ソ

フ
ト
で
、
他
ソ
フ
ト
の
デ
ー
タ
を

取
り
込
ん
で
交
通
流
、
津
波
、

写真左から、松田克巳、武井千雅子、伊藤裕二、新田純子　枠内は、ペンクレアシュ ヨアン

01 ３DVRを提供することで利害関係者間の合意形成支援が可能

02 種々のオープンデータや産業分野を結ぶプラットフォーム

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞

経
済
産
業
大
臣
賞
「
C
on
ne
c
t
e
d 
I
n
d
u
s
t
r
i
e
s-

優
れ
た
連
携
」部
門

共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
産
学

連
携
で
は
、震
災
復
興
と
防
災
、

自
動
運
転
に
注
力
し
て
研
究
を

進
め
る
過
程
で
、
３
Ｄ
Ｖ
Ｒ
デ
ー

タ
を
短
期
間
で
構
築
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
生
ま
れ

た
の
が
、「
Ｏｐ
ｅｎ
Ｆ
ｌ
ｉｇ
ｈ
ｔ

変
換
プ
ラ
グ
イ
ン
・
オ
プ
シ
ョン
」

だ
。
東
北
地
方
に
は
山
岳
部
が

多
く
、
勾
配
を
一つ
ず
つ
作
成

し
な
が
ら
地
形
デ
ー
タ
を
構
築

す
る
作
業
に
多
大
な
時
間
を
要

し
た
が
、「
Ｏｐ
ｅｎ
Ｆ
ｌ
ｉｇ
ｈ
ｔ

変
換
プ
ラ
グ
イ
ン
・
オ
プ
シ
ョン
」

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
大
規
模

な
３
D
V
R
空
間
を
、
専
門
家

で
な
く
て
も
容
易
な
操
作
で
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
幅
に

時
間
を
短
縮
し
た
。

株
式
会
社
フ
ォ
ー
ラ
ム
エ
イ
ト

　

さ
ら
に
、
Ｖ
Ｒ
推
進
協
議
会

と
の
連
携
に
よ
る
活
動
で
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
地
図
情
報
を
同
ソ
フ

ト
で
読
み
込
ん
で
、
Ｖ
Ｒ
を
活

用
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
整
備
。
こ
れ
を
メ
ー

カ
ー
や
専
門
家
へ
開
放
し
、
自

動
運
転
や
ド
ロ
ー
ン
、
I
o
T

な
ど
の
実
験
環
境
と
し
て
提
供

し
た
り
、
自
治
体
の
防
災
や
観

光
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
も

可
能
だ
。
こ
こ
か
ら
産
業
分
野

の
コ
ネ
ク
ト
が
進
展
し
て
い
く
こ

と
に
期
待
も
大
き
い
。　

　

同
社
の
技
術
は
、
利
用
者
の

独
創
力
に
よ
って
、
さ
ら
な
る
発

展
が
可
能
な
点
で
も
大
き
な
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。

先
端
的
な
V
R
技
術
が

交
通
や
防
災
分
野
で
活
用

災
害
対
策
に
も
有
用

あ
ら
ゆ
る
産
業
で
期
待
大

受賞メッセージ

当社はソフトウェア開発により社会に安全・
安心をもたらすという使命のもと、土木・建
設・自動車等多様な分野のニーズに応えなが
ら、3DVRシステムを課題解決の共通プラッ
トフォームへと進化させてきました。今後も地
域・国土全体の活性化により貢献できるよう
挑戦を続けて行きます。

審査員の視点

オープンデータや産業分野を結びつけ
るプラットフォームとしてSociety 5.0
政策を具現化。日本発のVRソフトとし
て実績もあり、海外展開も期待される。

実績も評価も高い
日本発のVRソフト

お 問 い 合 わ せ 先

株式会社フォーラムエイト
東京都港区港南2-15-1 品川インターシティA棟21F
TEL:03-6894-1888  
FAX:03-6894-3888
代表取締役社長　伊藤 裕二
http://www.forum8.co.jp/

受 賞 理 由

災害対策などの幅広い分野で活用され
インフラ・公共空間計画の工事前に3DVRを提供

複雑な合意形成を支援するVR

受
賞
件
名

受

賞

者

株
式
会
社
フ
ォ
ー
ラ
ム
エ
イ
ト

伊
藤 

裕
二

リ
ー
ダ
ー

会 社 概 要

商　 号：	株式会社フォーラムエイト
設　 立：	1987年5月
従業員数：	243名
事業内容：	設計、解析、CAD及びVR・CGソフト

ウェアの開発・販売・サポート及び
技術サービス

大橋ジャンクションシミュレーション：高低差70ｍに2回転のループ、限られた用
地での4枝交差といった複雑な道路構造や、色分けによる誘導等を表現し、ドライ
ブシミュレータによる走行支援策を検討

北海道新幹線 札幌駅計画 VRシミュレーション：新幹線降車から在来線
乗り換えまでの歩行や、設置検討中のデジタルサイネージなどを表現。今
後の計画の進捗に合わせVRデータを各種検討に利用していく予定

「Connected Industries-優れた連携」
部門

V
R 
D
es
i
g
n 
S
t
u
d
i
o 
U
C-

w
in
/
Roa
d
の

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る

多
様
な
技
術・分
野
間
で
の
コ
ネ
ク
ト
加
速

武
井 

千
雅
子
／
ペ
ン
ク
レ
ア
シ
ュ 

ヨ
ア
ン
／

松
田 

克
巳
／
新
田 

純
子

54経済産業大臣賞  「Connected Industries-優れた連携」部門55 第8回 ものづくり日本大賞



11
月
に
本
格
稼
働
し
I
o
T
化

や
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
業
務
効

率
化
を
推
進
。
新
工
場
は
旧
工

場
の
機
能
移
管
に
加
え
、
Ｍ
Ｅ

Ｓ
を
導
入
し
た
点
に
最
大
の
特

徴
が
あ
る
。
Ｍ
Ｅ
Ｓ
と
は「
製
造

実
行
シ
ス
テ
ム
」の
略
語
で
、
設

計
シ
ス
テ
ム
や
生
産
管
理
シ
ス
テ

ム
と
生
産
設
備
な
ど
を
連
携
す

る
機
能
を
持
つ
。
例
え
ば
設
備

の
保
全
管
理
や
製
造
指
示
、
生

産
設
備
の
自
動
化
・
見
え
る
化

な
ど
が
実
現
で
き
る
。

　

し
か
し
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ
の
構
築
は

困
難
だ
っ
た
。
特
に
金
剛
の
よ

う
な
板
金
系
工
場
で
は
、
工
程

が
網
目
状
に
流
れ
る
た
め
、
そ

れ
ら
を
統
括
す
る
シ
ス
テ
ム
の

開
発
は
不
可
能
と
思
え
る
ほ
ど

　

板
金
加
工
を
得
意
と
す
る
金

剛
は
、
移
動
棚
な
ど
の
オ
フ
ィ

ス
・
文
化
施
設
関
連
設
備
を

製
造
・
販
売
す
る
メ
ー
カ
ー
だ
。

し
か
し
、
２
０
１
６
年
４
月
に

発
生
し
た
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
、

本
社
工
場
は
完
全
復
旧
が
不
可

能
な
ほ
ど
の
打
撃
を
受
け
た
。

　

そ
こ
で
同
社
は
2
0
1
8
年

3
月
に
新
工
場
を
竣
工
。
同
年

写真左から北村徹、山下暁、岩永宏明、藤本和也、廣瀬暢聴、上村直也、大野弘貴

01 生産・設計データと異なるメーカー同士の生産設備の連携

02 先進的な無人化製造ラインの実現で人手不足の解消に貢献

複
雑
だ
。
さ
ら
に
機
器
の
自
動

化
に
必
要
な
入
出
力
シ
ス
テ
ム

は
、
各
メ
ー
カ
ー
の
知
的
財
産

な
の
で
簡
単
に
は
開
示
し
て
も

ら
え
な
い
。
金
剛
の
Ｍ
Ｅ
Ｓ
開

発
チ
ー
ム
は
、
各
機
器
メ
ー
カ
ー

と
何
度
も
仕
様
や
要
求
事
項

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
自
動

化
へ
の
熱
意
と
メ
ー
カ
ー
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
粘
り
強
く
伝
え
、

設
備
の
連
携
に
成
功
し
た
。

　

同
社
の
主
力
商
品
で
あ
る

移
動
棚
に
は
東
日
本
大
震
災

以
降
、
免
震
構
造
や
書
架
の

落
下
防
止
機
能
な
ど
の
追
加

ニ
ー
ズ
が
急
増
し
て
い
た
が
、

従
来
の
製
造
ラ
イ
ン
で
は
細
か

な
仕
様
変
更
は
難
し
か
っ
た
。

し
か
し
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ
の
導
入
に
よ

り
仕
様
変
更
や
生
産
開
始
ま

で
の
時
間
の
短
縮
、
作
業
指
示

の
自
動
化
な
ど
が
可
能
に
な

り
、
仕
様
・
生
産
量
を
柔
軟

に
変
え
る「
変
種
変
量
生
産
」

で
、
現
在
は
ひ
と
月
に
お
よ
そ

７
５
０
０
種
の
製
品
を
約
20
万

個
出
荷
。
こ
れ
は
同
業
他
社

に
比
べ
、
驚
く
べ
き
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
生
産
量
だ
。

　

人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、

中
小
企
業
で
あ
り
な
が
ら
Ｉｏ
Ｔ

で
自
動
化
・
省
人
化
を
実
現
し

た
同
社
の
姿
は
、
未
来
の
製
造

業
の一つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
多
方
面

か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
に

新
工
場
に
Ｍ
Ｅ
Ｓ
を
導
入

Ｍ
Ｅ
Ｓ
の
導
入
で

顧
客
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

受賞メッセージ

この度は栄誉ある賞をいただきありがとうご
ざいます。熊本地震からの復興の中、変革へ
のチャンスを掴み取るため、チーム一丸とな
り失敗を恐れず挑戦した結果だと思ってい
ます。変革はまだ道半ばですが、熊本の創造
的復興の一端を担えるよう、今後も挑戦し続
けます。

審査員の視点

100人規模の製造現場でIoTを駆使
して、製造工程の自動化、見える化を
築き上げたことは、次世代の「ものづ
くり環境」の構築にもつながる。

中小企業でＩｏＴを駆使した
ものづくり環境を築き上げた

会 社 概 要

商　 号：	金剛株式会社
設　 立：	1951年
従業員数：	300名
事業内容：	オフィス・文化施設関連設備の製造

販売

お 問 い 合 わ せ 先

金剛株式会社
（本社）
熊本県熊本市西区上熊本3丁目8-1
TEL: 096-355-1111（代） FAX: 096-352-0227

（新工場）
熊本県上益城郡嘉島町大字上仲間字八津1825番地
TEL.050-1746-1600
E-mail:mnt@kongomail.com
社長室 室長　倉野尾 祐司
https://www.kongo-corp.co.jp/

受 賞 理 由

板金加工で困難だった
メーカーの異なる生産設備の連携に成功

変種変量生産体制を省人化

受
賞
件
名

受

賞

者

金
剛
株
式
会
社

山
下 

暁

リ
ー
ダ
ー

藤
本 

和
也
／
上
村 

直
也
／
大
野 

弘
貴
／

岩
永 

宏
明
／
北
村 

徹
／
廣
瀬 

暢
聴

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞

経
済
産
業
大
臣
賞

金
剛
株
式
会
社

同社の主力商品。近年は防災機能
を含めた要望が多くなった

M
E
S
を
中
心
と
し
た
工
場
シ
ス
テ
ム
と

生
産
設
備
の
相
互
接
続
に
よ
る
工
場
I
o
T
化

■ＭＥＳによる各システムとの連携。生産性を上げ、作業時間を大幅に減少させた

「Connected Industries-優れた連携」
部門

「
C
on
ne
c
t
e
d 
I
n
d
u
s
t
r
i
e
s-

優
れ
た
連
携
」部
門

5657 第8回 ものづくり日本大賞 経済産業大臣賞  「Connected Industries-優れた連携」部門



受
け
、
福
岡
県
産
業
・
科
学
技

術
振
興
財
団
は
２
０
０
１
年
、

半
導
体
の
設
計
技
術
者
育
成

を
目
的
に「
福
岡
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ

Ｉ
カ
レ
ッ
ジ
」
を
設
立
。
さ
ら

に
、
急
激
に
進
む
デ
ジ
タ
ル
技

術
者
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

２
０
１
６
年
に
は「
シ
ス
テ
ム
開

発
技
術
カ
レ
ッ
ジ
」
と
改
名
し
、

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

両
軸
に
し
た
技
術
教
育
を
実
施

し
て
い
る
。

　

組
込
み
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の

前
提
知
識
と
し
て
必
要
な
Ｃ
言

語
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
講
座
や
、

急
速
に
ニ
ー
ズ
が
拡
大
す
る
Ａ

Ｉ
技
術
や
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

に
関
す
る
講
座
な
ど
、
50
を

超
え
る
講
座
を
提
供
。
生
涯

　

半
導
体
の
需
要
は
近
年
、
５

Ｇ
に
代
表
さ
れ
る
高
速
モ
バ
イ

ル
通
信
を
は
じ
め
、Ａ
Ｉ
チ
ッ
プ
、

車
載
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
用
な
ど
細

分
化
が
進
行
。
高
度
な
用
途

に
特
化
し
た
半
導
体
に
携
わ
る

技
術
者
に
は
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
両
面
に
精
通
し
た
幅
広
い
知

識
と
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
業
界
の
ニ
ー
ズ
を

講座は、座学に加えて機器を使った実習も行われる。

01 産業ニーズを的確に取り入れて、ものづくり人材を育成

に
わ
た
っ
て
教
育
と
就
労
を
繰

り
返
し
て
ス
キ
ル
を
高
め
続
け

る「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」の
場
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
企
業

内
教
育
と
異
な
る
の
は
、
豊
富

な
演
習
機
材
に
よ
り
実
践
的
な

講
義
が
行
わ
れ
る
点
だ
。
例
え

ば「
組
込
み
L
i
n
u
x
」
の

講
座
で
は
、
シ
ス
テ
ム
の
概
要
を

理
解
し
、
マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
で
の

実
習
を
通
し
て
、
L
i
n
u
x

の
基
本
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技

術
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
の

方
法
を
習
得
す
る
。
福
岡
県
内

の
半
導
体
産
業
振
興
の
た
め
の

人
材
育
成
と
産
業
集
積
を
目

的
に
設
立
さ
れ
た
同
カ
レ
ッ
ジ

だ
が
、
現
在
は
受
講
先
企
業
か

ら
の
強
い
要
望
に
応
え
る
た
め
、

日
本
各
地
へ
出
張
し
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に

養
成
し
た
技
術
者
は
1
万
７
千

人
を
超
え
る
。

　

世
界
的
な
拡
大
が
続
く
半

導
体
市
場
の
中
で
、
東
ア
ジ
ア

の
設
計
開
発
拠
点
化
を
目
指
し

て
き
た
結
果
、
福
岡
県
内
に
は

活
動
開
始
時（
２
０
０
１
年
）の

約
２・５
倍
の
半
導
体
関
連
事

業
所
が
集
積
。
同
カ
レ
ッ
ジ
が

果
た
し
て
き
た
役
割
と
産
業
振

興
効
果
は
非
常
に
大
き
く
、
日

本
の
半
導
体
業
界
の
競
争
力
向

上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

変
化
す
る
半
導
体
需
要
に

対
応
で
き
る
技
術
者
の
育
成

企
業
内
教
育
と
は
異
な
る

実
践
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

受賞メッセージ

この度、栄誉ある賞をいただき、誠に光栄に
存じます。我々カレッジは、設立以来多くの技
術人材を育成してきました。今後益々深刻に
なると予想される技術人材の不足は、企業に
とって深刻な問題です。今回の受賞を機に、な
お一層、企業に必要とされる技術人材の育成
に励んで参ります。

審査員の視点

従来の日本企業は企業内に学校を設
けて新人や中堅技術者を育ててきた
が、最近では業界全体での教育がク
ローズアップされてきている。

技術者を養成する
新しい教育システム

会 社 概 要

団 体 名：	公益財団法人 
福岡県産業・科学技術振興財団

設　 立：	1989年11月1日（1996年7月1日改組）
2014年4月1日 財団法人から公益財団
法人へ移行

従業員数：	70名
事業内容：	産学官の共同研究による創造的研究

開発支援事業／科学技術に関する研
究交流事業／国際的科学技術交流推
進事業／創造的な事業活動を行う中
小企業の育成・支援事業／科学技術
に関する人材育成事業／その他、本財
団の目的を達成するために必要な事業

お問い合わせ先

公益財団法人福岡県
産業・科学技術振興財団
システム開発技術カレッジ
福岡県福岡市早良区百道浜３丁目８−３３
TEL: 092-822-1550
FAX: 092-832-7158
校長 福田 晃
http://ist-college.org/

受 賞 理 由

AI、高速モバイル通信、車載ネットワークなど
新しい技術に応える教育プログラムで

新世代の半導体技術者を育てる 

■講座用のテキストと実習用機材■講座体系

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
人材育成支援部門

経
済
産
業
大
臣
賞

人
材
育
成
支
援
部
門

公
益
財
団
法
人
福
岡
県
産
業
・
科
学
技
術
振
興
財
団

受
賞
件
名

半
導
体
関
連
分
野
で
国
内
最
大
と
な
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
機
関

「
シ
ス
テ
ム
開
発
技
術
カ
レ
ッ
ジ
」

受

賞

者

公
益
財
団
法
人
福
岡
県
産
業
・
科
学
技
術
振
興
財
団

熱設計実習基板メタルマスクBeagleBoneRaspberry PiArduino

はんだ実習基板

CAN/LIN
実習ボード

FPGA(ALTERA)ボード マイコン制御実習ボード

講座専用に開発したテキスト（一部）

多様な実習用機材（一部）

ハードウェアやソフトウェアの基礎から、
情報処理、画像・センシングなど幅広く盛
り込んでいる

02 出張対応により県外の技術者育成にも貢献

58経済産業大臣賞  人材育成支援部門59 第8回 ものづくり日本大賞
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る
新
製
品
開
発
を
目
指
し
、
白

羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
の
が
、

美
里
町
の
キ
ョ
ー
ユ
ー
。
精
密
金

属
加
工
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
航

空
機
や
医
療
機
器
な
ど
高
精
細

な
加
工
を
得
意
と
す
る
同
社
は

技
術
力
に
定
評
が
あ
る
。
過
去

に
は
雄
勝
石
を
使
っ
た
ペ
ー
パ
ー

ウ
ェ
イ
ト
を
開
発
し
た
実
績
も

あ
っ
た
。
折
し
も
、
N
P
O
法

人
未
来
産
業
創
造
お
お
さ
き

（
以
下
M
S
O
）が
主
催
す
る
研

究
会
の
座
長
を
務
め
る
堀
切
川

一
男
氏（
東
北
大
学
大
学
院
教

授
）は
、
雄
勝
石
で
酒
器
を
作

る
構
想
を
温
め
て
い
た
。

　

キ
ョ
ー
ユ
ー
を
訪
問
し
て
そ
の

技
術
力
に
感
服
し
た
堀
切
川
氏

は
、
酒
器
開
発
を
提
案
。
し
か

　

宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
は
、

黒
色
で
光
沢
の
あ
る
雄
勝
石
の

生
産
地
で
、
硯
の
国
内
シ
ェ
ア

7
割
を
誇
る
。
し
か
し
、
東
日

本
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
て
職
人
が
離
散
。
伝
統
工

芸
の
危
機
に
瀕
し
、
県
内
の
産

学
官
が
連
携
し
て
復
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
た
。

　

雄
勝
石
を
使
っ
た
硯
に
替
わ

写真前列左から、加藤義徳、堀切川一男、後列左から、島貫昭彦、早坂健、柴田圭、小林誠樹。　枠内は、高橋頼雄

01 先端技術で実績を重ねる名門中小企業が伝統工芸再生に技術協力

02 雄勝石産業の復興支援のため地元関係者が一丸で技術を確立

し
、
石
の
高
精
細
加
工
は
困
難

を
極
め
る
作
業
だ
っ
た
。
石
は

脆
性
材
料
で
、
簡
単
に
割
れ
た

り
欠
け
た
り
す
る
。
平
盃
の
よ

う
に
薄
さ
が
求
め
ら
れ
る
形
状

で
は
、一段
と
加
工
が
難
し
い
。

　

加
工
技
術
に
つ
い
て
は
、
雄

勝
硯
生
産
販
売
協
同
組
合
に

協
力
を
求
め
、
雄
勝
石
加
工
の

伝
統
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
さ

れ
た
。
強
い
味
方
を
得
て
、
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
末
に
、

よ
う
や
く
欠
け
や
割
れ
の
発
生

を
極
力
抑
え
た
最
適
な
加
工
条

件
に
た
ど
り
着
く
。

　

開
発
資
金
は
M
S
O
の
尽
力

に
よって
調
達
。
地
元
の
美
里
町

も
資
金
面
な
ど
で
支
援
し
た
。

堀
切
川
研
究
室
が
、
酒
器
と
し

て
重
要
な
口
当
た
り
評
価
法
を

考
案
。
エン
ド
ミ
ル
加
工
後
、
研

磨
仕
上
げ
で
最
良
の
口
当
た
り

を
実
現
。
商
標「
雄
勝
の
濡
れ

盃
」を
取
得
、
完
成
を
見
た
。

　

関
係
者
へ
の
試
飲
で
は「
石
の

冷
た
さ
を
感
じ
ず
、
温
か
み
が

あ
る
」「
濡
れ
た
面
の
漆
黒
が
美

し
い
」な
ど
と
高
評
価
だ
っ
た
。

　

震
災
復
興
の
象
徴
で
あ
り
、

伝
統
と
先
端
技
術
が
融
合
し

た
新
た
な
工
芸
品
と
し
て
、

２
０
１
８
年
に
英
国
の
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
＆
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
に
収

蔵
さ
れ
る
な
ど
、
海
外
で
も
話

題
に
な
って
い
る
。

硯す
ず
りで
知
ら
れ
る
雄
勝
石
が

震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
に

地
元
自
治
体
も
協
力
し

一丸
と
な
っ
て
復
興
支
援

受賞メッセージ

これまで培ってきた先端加工技術を新商品創
出に活かしました。栄えある受賞は、社内外含
め本プロジェクトに関わった全ての方の賜物
であると感じています。共に取り組んだ皆様
との出会いと機会に心から感謝し、今後も産
学官地域連携を大切にしながら技術力向上
に努めてまいります。

審査員の視点

被災地の伝統工芸が再生可能という
事例。モノの評価もさることながら、復
興再生とストーリー性に重みがある。
被災地でなければ、早期に売り上げを
伸ばせていたはず。

被災地の復興再生と
物語の重みにも注目

会 社 概 要

商　 号：	キョーユー株式会社
設　 立：	1980年5月
従業員数：	93名
事業内容：	産業用省力化機械装置・治工事

等の設計、製作／精密機械部品製
造／精密プレス・モールド金型の設
計・製作／精密金型部品製造

お 問 い 合 わ せ 先

キョーユー株式会社
宮城県遠田郡美里町関根字新苗代江149-1
TEL:0229-34-2329 
FAX:0229-34-1965
E-mail:info@kyoyu.jp
事業企画・品質保証・生産技術担当 取締役部長
早坂 健
http://www.kyoyu.jp/

受 賞 理 由

震災で壊滅的打撃を被った天然石生産地
地域一体の産学官プロジェクトで復興に挑戦

伝統×技術で誕生した「濡れ盃」

受
賞
件
名

伝
統
工
芸
と
先
端
機
械
加
工
技
術
の
融
合
で

先
端
技
術
工
芸
品「
雄
勝
の
濡
れ
盃
」誕
生
！

受

賞

者

キ
ョ
ー
ユ
ー
株
式
会
社

早
坂 

健

リ
ー
ダ
ー

堀
切
川 

一
男（
※
1
）
／
柴
田 

圭（
※
1
）
／
加
藤 

義
徳（
※
2
）
／

島
貫 

昭
彦（
※
3
）
／
高
橋 

頼
雄（
※
4
）
／
小
林 

誠
樹（
※
5
）

※
１ 

国
立
大
学
法
人
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科　

※
２ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
未
来
産
業
創
造

お
お
さ
き　

※
３ 

株
式
会
社
こ
け
し
の
し
ま
ぬ
き　

※
４ 

雄
勝
硯
生
産
販
売
協
同
組
合　

※
５ 

美
里
町

■製造工程

宮城県の産学官協働の復興プロジェクトとして開発 「雄勝の濡れ盃」はぐい呑み（左）と平盃（右）がラインアップ

東北大学大学院堀切川教授
●技術開発助言・指導　　●製品開発指導　　●製品評価

雄勝硯生産販売協同組合 キョーユー（株）

NPO法人未来産業創造
おおさき （株）こけしのしまぬき 美里町

●雄勝石の伝統的な加工技術情報提供
●機械加工に適した原石の調達

●連携体構築、開発支援
●開発資金調達

●酒器のデザイン 
●商品化・販売

●補助事業申請
●関係機関調達

●雄勝石の精密切削技術開発
●精密研削、研磨技術の開発

支援

原石切断（研削盤） ぐい呑み加工（複合旋盤） 平盃加工（縦型マシニング） 磨き（旋盤）

第８回
ものづくり日本大賞

特別賞
伝統技術の応用部門
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ー
株
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会
社
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